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①O
cean N

etw
ork Express

　

船
荷
証
券
約
款（

（
（

1
・
1
（
定
義
）

　
「
荷
主
（M

erchant

）」
と
は
、
荷
送
人
、
荷
受
人
、
運
送
品
ま
た
は
本
船
荷
証
券
の
所
有
者
も
し
く
は
占
有
権
者
、
運
送
品
の

受
取
人
、
船
荷
証
券
所
持
人
及
び
か
か
る
者
の
た
め
に
行
為
す
る
者
を
含
み
、
代
理
人
、
被
用
者
、
独
立
契
約
者
、
非
船
舶
運
航

業
者
（N

V
O

CCs

）
及
び
フ
レ
イ
ト
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
に
限
ら
れ
な
い
。

13
・
1
（
荷
主
の
責
任
）

　

本
約
款
1
・
1
の
荷
主
の
定
義
に
該
当
す
る
全
て
の
者
は
、
本
船
荷
証
券
に
お
け
る
荷
主
の
全
て
の
義
務
の
履
行
に
つ
き
運
送

人
に
対
し
て
連
帯
し
て
責
任
を
負
う
。

②M
aersk

　

船
荷
証
券
約
款（

（
（

1
・
1
（
定
義
）

　
「
荷
主
（M

erchant

）」
と
は
、
荷
送
人
、
船
荷
証
券
所
持
人
、
荷
受
人
、
運
送
品
の
受
取
人
、
運
送
品
ま
た
は
本
船
荷
証
券
の

所
有
者
も
し
く
は
占
有
権
者
及
び
か
か
る
者
の
た
め
に
行
為
す
る
者
を
含
む
。

15
・
1
（
荷
主
の
責
任
）

　

本
約
款
1
の
荷
主
の
定
義
に
該
当
す
る
全
て
の
者
の
本
人
を
含
む
そ
れ
ら
の
者
は
、
本
船
荷
証
券
に
お
い
て
引
き
受
け
た
全
て

の
義
務
の
履
行
に
つ
き
運
送
人
に
対
し
て
連
帯
し
て
責
任
を
負
う
。

③CM
A

 CGM

　

船
荷
証
券
約
款（

（
（

1
（
定
義
）

第
一
章　

問
題
意
識

　

荷
送
人
が
運
送
品
の
運
送
を
海
上
運
送
人
に
対
し
て
委
託
し
た
場
合
、
海
上
運
送
人
ま
た
は
船
長
は
、
荷
送
人
の
請
求
に
よ
り
、

運
送
品
の
受
取
り
ま
た
は
船
積
み
後
遅
滞
な
く
、
受
取
り
ま
た
は
船
積
み
が
あ
っ
た
旨
を
記
載
し
た
船
荷
証
券
（
受
取
船
荷
証
券
・

船
積
船
荷
証
券
）
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
商
法
七
五
七
条
一
項
）。
船
荷
証
券
は
、
海
上
運
送
人
が
運
送
品
の
受
取
り
ま
た

は
船
積
み
の
事
実
を
証
し
、
か
つ
、
指
定
さ
れ
た
港
に
お
い
て
こ
れ
と
引
換
え
に
運
送
品
を
引
き
渡
す
こ
と
を
約
す
る
有
価
証
券
で

あ
る（

（
（

。
そ
し
て
、
一
般
的
に
、
船
荷
証
券
の
表
面
及
び
裏
面
に
運
送
約
款
が
記
載
さ
れ
る（

（
（

。
そ
し
て
、
船
荷
証
券
に
は
、
荷
送
人
と

海
上
運
送
人
と
の
間
の
運
送
契
約
を
証
す
る
証
書
と
し
て
の
機
能
が
あ
る（

（
（

。
す
な
わ
ち
、
船
荷
証
券
の
表
面
及
び
裏
面
に
記
載
さ
れ

た
契
約
条
項
が
荷
送
人
と
海
上
運
送
人
と
の
間
の
運
送
契
約
の
内
容
を
示
す
も
の
と
し
て
機
能
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
船

荷
証
券
を
譲
渡
す
る
場
合
に
、
当
該
船
荷
証
券
所
持
人
と
海
上
運
送
人
と
の
間
の
債
権
債
務
は
当
該
船
荷
証
券
の
記
載
に
よ
る
こ
と

に
な
る
。
船
荷
証
券
の
記
載
が
事
実
と
異
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
海
上
運
送
人
は
善
意
の
船
荷
証
券
所
持
人
に
対
し
て
対
抗
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
（
文
言
証
券
性
。
商
法
七
六
〇
条
）（

（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
船
荷
証
券
の
記
載
に
基
づ
い
て
海
上
運
送
人
と
船
荷
証
券
所
持
人
と
の
間
の
権
利
義
務
が
定
ま
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、

従
来
の
日
本
に
お
け
る
議
論
は
、
専
ら
船
荷
証
券
所
持
人
の
海
上
運
送
人
に
対
す
る
「
権
利
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
が
、
他

方
で
、
船
荷
証
券
記
載
の
約
款
に
は
、
荷
送
人
、
船
荷
証
券
所
持
人
や
そ
れ
以
外
の
者
の
責
任
を
定
め
る
条
項
も
含
ま
れ
得
る
。
例

え
ば
、
コ
ン
テ
ナ
船
荷
証
券
約
款
に
は
、
そ
の
典
型
的
条
項
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
（
い
わ
ゆ
るM

erchant

条
項
と

呼
ば
れ
る
）。
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「
荷
主
（M

erchant

）」
と
は
、
荷
送
人
、
船
荷
証
券
所
持
人
、
荷
受
人
、
運
送
品
の
受
取
人
、
運
送
品
ま
た
は
本
船
荷
証
券
の

所
有
者
も
し
く
は
占
有
権
者
及
び
か
か
る
者
の
た
め
に
行
為
す
る
者
を
含
む
。

26
（
荷
送
人
及
び
荷
主
の
責
任
）

　
（
1
）
本
約
款
1
の
荷
主
の
定
義
に
該
当
す
る
全
て
の
者
は
、
本
船
荷
証
券
に
お
い
て
荷
主
が
引
き
受
け
た
全
て
の
義
務
の
履

行
に
つ
き
運
送
人
に
対
し
て
連
帯
し
て
責
任
を
負
い
、
か
つ
本
船
荷
証
券
及
び
／
ま
た
は
運
送
品
に
対
す
る
権
利
が
い
か
な
る
第

三
者
に
対
し
て
譲
渡
さ
れ
て
い
て
も
運
送
過
程
の
完
了
ま
で
そ
の
責
を
継
続
的
に
負
う
も
の
と
す
る
。
か
か
る
責
任
は
運
送
人
に

対
し
支
払
義
務
を
負
う
額
を
回
収
す
る
た
め
に
生
じ
た
裁
判
所
費
用
、
実
費
及
び
弁
護
士
報
酬
を
含
む
が
こ
れ
ら
に
限
ら
れ
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
条
項
を
見
る
と
、
ま
ず
、M

erchant

（
荷
主
）
に
含
ま
れ
る
者
と
し
て
、
荷
送
人
の
ほ
か
、
船
荷
証
券
所
持
人
、
荷

受
人
、
さ
ら
に
は
、
運
送
品
の
所
有
者
や
そ
れ
ら
の
者
の
代
理
人
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、M

erchant

（
荷
主
）
の
責
任

と
し
て
、
船
荷
証
券
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
義
務
の
履
行
に
つ
き
連
帯
し
て
責
任
を
負
う
と
定
め
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
例
え
ば
、

荷
送
人
が
海
上
運
送
人
と
の
間
で
コ
ン
テ
ナ
運
送
に
係
る
海
上
運
送
契
約
を
締
結
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
船
荷
証
券
が
発
行
さ
れ
た

が
、
も
し
、
運
送
費
用
等
の
支
払
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
荷
送
人
だ
け
で
は
な
く
、M

erchant

（
荷
主
）
に
含
ま
れ
る
者
も
ま
た

責
任
を
負
う
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
加
え
て
、
も
し
当
該
コ
ン
テ
ナ
に
は
危
険
品
が
含
ま
れ
て
お
り
、
当
該
危
険
品
に
よ
り
運
送

人
が
損
害
を
被
っ
た
場
合
に
も
運
送
人
は
荷
送
人
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
くM

erchant

（
荷
主
）
に
含
ま
れ
る
者
も
ま
た
責
任
を

負
う
可
能
性
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
確
か
に
、
船
荷
証
券
記
載
の
約
款
は
荷
送
人
と
海
上
運
送
人
と
の
間
の
契
約
を
証

す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
荷
送
人
は
格
別（

（
（

、
そ
れ
以
外
の
者
（
船
荷
証
券
所
持
人
、
荷
受
人
、
運
送
品
の
所
有
者
や
そ
れ
ら
の
者
の
代
理

人
等
）
に
つ
い
て
も
ま
た
当
該
船
荷
証
券
の
記
載
のM

erchant

条
項
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
う
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
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前
述
し
た
よ
う
に
、
日
本
法
上
、
海
上
運
送
人
と
船
荷
証
券
所
持
人
と
の
間
に
お
い
て
は
、
船
荷
証
券
の
記
載
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
と
す
る
以
上
（
商
法
七
六
〇
条
、
国
際
海
上
物
品
運
送
法
一
五
条
）、
上
記
の
よ
う
にM

erchant

（
荷
主
）
に
含
ま
れ
る
船
荷
証
券

所
持
人
は
、
同
記
載
に
よ
っ
て
責
任
を
負
う
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、
未
だ
に
船
荷
証
券
所
持
人
で
は

な
い
荷
受
人
や
運
送
品
の
所
有
者
、
さ
ら
に
は
、
荷
送
人
等
の
代
理
人
に
当
た
る
者
は
、
運
送
契
約
当
事
者
で
も
船
荷
証
券
所
持
人

で
も
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
規
定
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
う
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
英
米
海

事
法
に
お
い
て
も
多
少
の
議
論
も
見
ら
れ
、
か
つ
、
近
時
、
下
級
審
裁
判
例
で
は
あ
る
も
の
の
、
日
本
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
裁
判

例
が
公
刊
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
上
記
の
よ
う
なM

erchant

条
項
に
つ
い
て
、
英
米
海
事
法
と
日
本
法
と
を
比
較
検
討

し
て
、
そ
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
第
一
に
、
日
本
に
お
い
て
公
刊
さ
れ
た
裁
判
例
を
紹
介
し
た
上
で
（
第
二
章
）、
第
二
に
、
ア
メ
リ
カ
法
及
び
イ
ギ
リ

ス
法
に
お
け
るM

erchant

条
項
の
適
用
範
囲
に
係
る
議
論
を
概
観
し
（
第
三
章
）、
そ
の
上
で
、
日
本
法
の
下
で
のM

erchant

条

項
の
適
用
範
囲
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
（
第
四
章
）。

第
二
章　

大
阪
地
判
令
和
六
年
八
月
一
日
判
時
二
六
二
五
号
五
頁

　

M
erchant

条
項
の
適
用
が
争
わ
れ
た
大
阪
地
判
令
和
六
年
八
月
一
日
判
例
時
報
二
六
二
五
号
五
頁
（
以
下
、
令
和
六
年
判
決
と
い

う
。）
は
、
大
要
、
以
下
の
よ
う
な
事
例
で
あ
る
。
本
件
は
、
海
上
運
送
人
で
あ
っ
た
中
華
民
国
法
人
Ｘ
社
が
、
国
際
貿
易
事
業
等

を
営
む
Ｙ1

社
及
び
貨
物
利
用
運
送
事
業
等
を
営
む
Ｙ2

社
に
対
し
て
、
Ｙ1

社
を
荷
送
人
本
人
と
し
、
Ｘ
社
と
Ｙ1

社
代
理
人
Ｙ2

社
と
の
間

で
締
結
し
た
海
上
運
送
契
約
（
以
下
、
本
件
海
上
運
送
契
約
と
い
う
）
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
船
荷
証
券
上
のM

erchant

条
項（

（
（

に
基
づ

き
、
荷
揚
港
に
お
い
て
無
料
保
管
期
間
内
に
荷
受
人
が
コ
ン
テ
ナ
内
の
貨
物
を
引
き
取
ら
な
か
っ
た
た
め
に
超
過
保
管
料
が
発
生
し
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た
こ
と
か
ら
、
当
該
超
過
保
管
料
等
の
支
払
い
に
つ
い
て
、
連
帯
責
任
を
負
う
と
主
張
し
て
、
そ
の
支
払
等
を
求
め
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。

な
お
、
本
件
海
上
運
送
契
約
締
結
時
に
、
Ｙ2

社
は
Ｙ1

社
が
荷
送
人
で
あ
る
と
Ｘ
社
代
理
人
に
対
し
て
伝
え
て
い
た
。

〈
船
荷
証
券
表
面
の
記
載
〉

　

荷
主
（M

erchant

）
は
、
コ
ン
テ
ナ
超
過
保
管
料
及
び
コ
ン
テ
ナ
超
過
貸
出
料
の
支
払
義
務
を
負
い
、
そ
の
額
は
運
送
人
の
料

金
表
の
と
お
り
と
し
、
料
金
表
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
〈
略
〉、
な
い
し
運
送
人
の
任
意
の
代
理
店
に
て
入
手
で
き
る
。

〈
船
荷
証
券
の
約
款
〉

第
一
条
（
定
義
）

　
「
荷
主
」（M

erchant

）
に
は
、
荷
送
人
、
船
荷
証
券
所
持
人
、
荷
受
人
、
運
送
品
の
受
取
人
、
運
送
品
又
は
本
船
荷
証
券
を
所

有
な
い
し
占
有
す
る
権
利
の
あ
る
全
て
の
者
及
び
か
か
る
全
て
の
者
の
た
め
に
行
為
す
る
者
を
含
む
。

第
二
六
条
（
一
）（
荷
送
人
及
び
荷
主
の
責
任
）

　

本
約
款
一
条
の
荷
主
の
定
義
に
該
当
す
る
全
て
の
者
は
、
本
船
荷
証
券
に
お
い
て
荷
主
が
引
き
受
け
た
全
て
の
義
務
の
正
当
な

充
足
に
連
帯
責
任
を
負
い
、
か
つ
本
船
荷
証
券
な
い
し
運
送
品
に
対
す
る
権
利
が
い
か
な
る
第
三
者
に
譲
渡
さ
れ
て
い
て
も
運
送

過
程
の
完
了
ま
で
そ
の
責
を
継
続
的
に
負
う
も
の
と
す
る
。
か
か
る
責
任
は
運
送
人
に
対
し
支
払
義
務
を
負
う
額
を
回
収
す
る
た

め
に
生
じ
た
裁
判
所
費
用
、
実
費
及
び
弁
護
士
報
酬
を
含
む
が
こ
れ
ら
に
限
ら
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
大
阪
地
判
令
和
六
年
八
月
一
日
は
下
記
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
Ｙ2

社
の
支
払
義
務
を
肯
定
し
た
（
傍
線
強
調
は
筆
者
）。
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「
本
件
追
加
条
項
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
『
荷
主
』
に
は
、
海
上
運
送
契
約
の
当
事
者
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
者
の
た
め
に

行
為
す
る
者
も
含
ま
れ
て
お
り
、
本
件
責
任
条
項
に
よ
り
、
こ
れ
ら
全
て
の
者
は
連
帯
責
任
を
負
う
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
Ｙ1

社
は
荷
送
人
で
あ
り
、
Ｙ2

社
は
…
…
Ｙ1

社
の
代
理
人
で
あ
っ
て
、
荷
送
人
で
あ
る
Ｙ1

社
の
た
め
に
行
為
す
る
者
で
あ
る
か
ら
、
Ｙ
ら

が
文
言
上
『
荷
主
』
に
当
た
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

…
…
約
款
は
、
契
約
の
一
方
当
事
者
が
、
大
量
の
取
引
を
迅
速
か
つ
画
一
的
に
処
理
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
、
契
約
の
相
手
方
と

の
個
別
の
交
渉
を
省
い
て
、
当
該
約
款
の
内
容
を
契
約
当
事
者
の
合
意
内
容
と
し
て
取
り
扱
う
法
技
術
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
契
約

当
事
者
間
で
合
意
し
た
契
約
内
容
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
…
…
Ｙ1

社
は
海
上
運
送
契
約
の
当
事
者
で
あ
り
、
…
…
代
理

人
で
あ
る
Ｙ2

社
に
お
い
て
本
件
運
送
約
款
を
把
握
し
て
い
た
以
上
、
本
件
追
加
条
項
に
係
る
責
任
を
免
れ
な
い
。
他
方
で
、
Ｙ2

社
は
、

Ｘ
社
と
本
件
コ
ン
テ
ナ
の
海
上
運
送
契
約
を
締
結
し
た
当
事
者
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
契
約
当
事
者
で
な
い
第
三
者
に
対
し
て
ま

で
当
然
に
約
款
の
効
力
が
及
ぶ
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
第
三
者
が
た
ま
た
ま
何
ら
か
の
形
で
契
約
に
関
わ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
、

自
身
が
関
知
し
得
な
い
事
項
に
つ
い
て
予
期
し
な
い
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
契
約
当
事
者
で
な
い
者

が
責
任
を
引
受
け
る
と
す
る
約
款
の
内
容
が
、
当
該
業
界
に
お
け
る
健
全
な
商
慣
習
に
照
ら
し
て
合
理
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

立
場
に
置
か
れ
た
者
で
あ
れ
ば
そ
の
責
任
を
引
き
受
け
る
の
が
通
常
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
第
三
者
が
契
約
当

事
者
と
密
接
な
関
係
性
を
有
し
、
約
款
の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
者
で
あ
れ
ば

通
常
は
約
款
の
内
容
を
把
握
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
当
該
第
三
者
が
自
ら
に
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
約
款
に

つ
い
て
合
意
し
て
責
任
を
引
き
受
け
た
と
推
認
さ
れ
、
こ
の
者
に
対
し
て
も
当
該
約
款
の
効
力
が
及
ぶ
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　

船
会
社
が
貨
物
の
海
上
運
送
を
す
る
際
、
船
舶
の
往
来
に
は
日
数
が
か
か
る
上
、
出
航
に
要
す
る
燃
料
費
や
人
件
費
等
の
運
送
費

用
も
高
額
と
な
る
都
合
上
、
複
数
の
者
と
海
上
運
送
契
約
を
締
結
し
て
、
一
度
に
な
る
べ
く
大
量
の
貨
物
を
積
載
し
、
運
送
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
ひ
と
た
び
出
航
し
て
し
ま
う
と
自
国
に
引
き
返
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
出
航
後
に
海
上
運
送
契
約
を
解
除
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す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
船
会
社
に
と
っ
て
海
上
運
送
は
、
自
身
の
あ
ず
か
り
知
ら
な
い
売
買
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
等
の
影

響
で
運
送
費
用
等
を
回
収
で
き
ず
、
一
度
の
航
海
で
大
き
な
損
失
を
負
う
リ
ス
ク
が
あ
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
本
件
追
加

条
項
及
び
本
件
責
任
条
項
は
、
こ
の
よ
う
な
海
上
運
送
の
性
質
上
、
国
際
取
引
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
船
会
社
に
お
い

て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
海
上
運
送
契
約
の
当
事
者
以
外
の
者
に
も
責
任
を
負
わ
せ
、
運
送
費
用
等
の
回
収
を
担
保
す
る
趣
旨
に
よ
る

も
の
だ
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
仮
に
こ
の
よ
う
な
条
項
を
設
け
な
か
っ
た
場
合
、
船
会
社
が
大
き
な
損
失
を
負
う
リ
ス
ク
を
避
け

る
た
め
に
は
、
国
際
売
買
契
約
の
当
事
者
で
あ
る
荷
送
人
や
荷
受
人
に
つ
い
て
資
力
の
有
無
等
の
信
用
情
報
を
調
査
し
た
上
で
、
海

上
運
送
契
約
を
締
結
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
船
会
社
に
こ
れ
を
要
求
す
る
と
迅
速
か
つ
円
滑
な
取
引
が
阻
害
さ
れ
、
国
際
貿
易
、
経

済
活
動
の
停
滞
に
繫
が
り
、
ひ
い
て
は
、
外
航
海
上
運
送
に
携
わ
る
関
係
者
に
広
く
悪
影
響
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
態
と
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
本
件
追
加
条
項
及
び
本
件
責
任
条
項
は
、
海
上
運
送
業
界
に
お
け
る
健

全
な
商
慣
習
に
照
ら
し
て
合
理
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
多
数
の
コ
ン
テ
ナ
船
社
等
が
荷
主
の
責
任
を
負
担
す
る
者
を
原
告

の
本
件
運
送
約
款
と
同
じ
範
囲
に
定
め
る
運
送
約
款
を
有
し
て
い
る
…
…
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
内
容
が
健
全
な
商
慣
習
に
照
ら
し
て

合
理
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
上
、
こ
の
よ
う
な
責
任
拡
大
条
項
が
今
も
な
お
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
こ
の
条
項

に
よ
っ
て
責
任
を
引
き
受
け
る
べ
き
と
さ
れ
る
者
も
こ
の
よ
う
な
条
項
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

…
…
Ｙ2

社
は
、
契
約
当
事
者
と
な
る
荷
送
人
の
代
理
人
と
し
て
契
約
を
締
結
す
る
か
否
か
の
意
思
決
定
を
す
る
権
限
を
有
し
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
委
任
者
で
あ
る
荷
送
人
の
最
善
の
利
益
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
契
約
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
約
款
を
含
め
て
当

然
に
把
握
し
て
吟
味
し
て
お
く
べ
き
立
場
に
あ
る
。
そ
し
て
、『
荷
主
』
と
い
う
責
任
主
体
が
記
載
さ
れ
た
本
件
運
送
約
款
は
、
Ｘ

社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、
誰
で
も
閲
覧
可
能
で
あ
る
上
、
Ｙ2

社
は
、
Ｙ1

社
と
の
間
に
立
っ
て
、
本
件
船
荷
証
券
に

記
載
さ
れ
た
本
件
追
加
条
項
を
確
認
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
…
…
Ｙ2

社
は
、
Ｘ
社
と
の
間
で
、
Ｙ1

社
以
外
の
荷
送
人
の

た
め
に
多
数
の
海
上
運
送
契
約
を
締
結
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
多
数
の
取
引
を
経
る
こ
と
で
、
Ｘ
社
の
本
件
運
送
約
款
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を
本
人
で
あ
る
荷
送
人
の
た
め
に
当
然
把
握
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
（
代
理
人
で
あ
る
か
ら
本
件
運
送
約
款
の
内
容
を
把
握
す
る
必
要
は

な
い
と
の
Ｙ2

社
の
主
張
は
、
代
理
人
と
し
て
の
職
責
放
棄
と
い
う
ほ
か
な
く
、
代
理
人
と
し
て
あ
り
得
な
い
行
動
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。）、
代

理
人
と
し
て
本
件
責
任
条
項
に
よ
っ
て
自
ら
が
責
任
を
負
う
こ
と
が
あ
り
得
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
何
ら
異
議
を
述
べ
る
こ
と
も
な
い

ま
ま
こ
う
し
た
多
数
の
取
引
の
代
理
行
為
を
反
復
継
続
し
て
き
た
こ
と
自
体
か
ら
、
本
件
責
任
条
項
を
含
む
本
件
運
送
約
款
に
合
意

し
て
そ
の
責
任
を
引
受
け
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
る
。

　

…
…
以
上
よ
り
、
Ｙ1

社
は
も
と
よ
り
、
Ｙ2

社
に
対
し
て
も
本
件
運
送
約
款
の
効
力
は
及
び
、
Ｙ
ら
は
、
本
件
追
加
条
項
及
び
本
件

責
任
条
項
に
係
る
責
任
を
負
う
（
な
お
、
以
上
は
、
約
款
の
記
載
内
容
に
従
う
と
す
る
合
意
の
存
否
を
確
定
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
準
拠

法
が
中
華
民
国
法
か
日
本
法
か
に
よ
っ
て
相
違
が
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。）。」

　

本
判
決
は
、
結
論
と
し
て
、
Ｙ1

社
の
代
理
人
で
あ
る
Ｙ2

社
に
つ
い
て
も
コ
ン
テ
ナ
超
過
保
管
料
等
の
支
払
義
務
を
肯
定
し
た
が
、

そ
の
法
的
構
成
を
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、M

erchant

条
項
の
趣
旨
と
し
て
、
国
際
取

引
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め
、
海
上
運
送
人
が
、
海
上
運
送
契
約
の
締
結
当
事
者
以
外
に
も
責
任
を
負
わ
せ
、
運
送
費
用
等
の

回
収
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
第
二
に
、M

erchant

条
項
に
基
づ
い
て
代
理
人
で
あ
る
Ｙ2

社
が
責
任
を
負
う
と

す
る
た
め
の
判
断
枠
組
み
と
し
て
、
①
約
款
の
内
容
が
、
当
該
業
界
に
お
け
る
健
全
な
商
慣
習
に
照
ら
し
て
合
理
的
な
も
の
で
あ
り
、

そ
し
て
、
②
第
三
者
が
契
約
当
事
者
と
密
接
な
関
係
性
を
有
し
、
約
款
の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
で
あ
れ
ば
、
当
該

約
款
に
つ
い
て
合
意
し
て
責
任
を
引
き
受
け
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
契
約
の
拘
束
力
が
Ｙ2

社
に
も
拡
張
さ
れ
る
旨
の

一
般
論
を
展
開
す
る
。
よ
りM

erchant

条
項
に
引
き
付
け
て
述
べ
れ
ば
、M

erchant

条
項
が
健
全
な
商
慣
習
に
照
ら
し
て
合
理

的
で
あ
り
、
か
つ
、〔
契
約
の
拘
束
力
が
拡
張
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
〕
第
三
者
が
契
約
当
事
者
〔
本
件
で
は
、
Ｙ1

社
〕
と
密
接
な
関
係

性
を
有
し
、
当
該
条
項
の
内
容
を
把
握
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
基
づ
く
責
任
を
引
き
受
け
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
る
こ
と
で
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M

erchant

（
荷
主
）
と
し
て
の
責
任
を
負
う
と
判
示
し
た
と
い
え
る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
判
断
枠
組
み
に
よ
っ
てM

erchant

条
項
に
基
づ
き
海
上
運
送
契
約
の
締
結
当
事
者
以
外
で
あ
る
第
三

者
に
つ
い
て
も
ま
た
運
送
費
用
等
の
支
払
義
務
を
負
う
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
従
来
、M

erchant
条
項
の
拘
束
力
が
海
上
運
送
契
約
の
締
結
当
事
者
以
外
に
も
及
ぶ
要
件
等
に
つ
い
て
、
日
本
の
判
例
及
び
学
説
上
議
論
さ
れ
た
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、M

erchant

条
項
の
適
用
範
囲
を
巡
っ
て
若
干
の
議
論
が
見
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
法

及
び
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
状
況
を
概
観
し
、
そ
こ
か
ら
示
唆
を
得
て
、
上
記
裁
判
例
の
判
断
枠
組
み
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
こ
と

と
し
た
。
な
お
、
こ
こ
で
ア
メ
リ
カ
法
及
び
イ
ギ
リ
ス
法
に
つ
い
て
触
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
海
事
判
例
に
お
い
て
、

M
erchant

条
項
の
適
用
範
囲
を
巡
っ
て
、
特
に
、
本
件
と
同
様
、
フ
レ
イ
ト
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
等
の
第
三
者
が
責
任
を
負
う
場
合
の

要
件
等
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
裁
判
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
第
二
に
、
イ
ギ
リ
ス
法
は
、
周
知
の
と
お
り
、
船
荷
証
券
法
制
に
つ
き

多
く
の
裁
判
例
及
び
学
説
の
展
開
が
見
ら
れ
、M

erchant

条
項
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
も
若
干
の
議
論
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
三
章　

ア
メ
リ
カ
法
・
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
るM

erchant

条
項
の
適
用
範
囲

第
一
節
　M

erchant

（
荷
主
）
の
範
囲

　

本
論
に
入
る
前
に
、
議
論
を
整
理
す
る
た
め
、
一
般
的
なM

erchant

条
項
に
お
い
て
責
任
を
負
う
主
体
で
あ
るM

erchant

（
荷
主
）
の
範
囲
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
も
、
一
概
に
、M

erchant

（
荷
主
）
と
し
て
船
荷
証
券
の
約
款
上
に
規
定
さ

れ
て
い
る
者
に
は
、
様
々
な
者
が
含
め
ら
れ
て
お
り
、
一
律
に
そ
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
か
ら
で

あ
る
。
例
え
ば
、M

erchant

（
荷
主
）
に
含
ま
れ
る
典
型
例
と
し
て
、
荷
送
人
が
い
る
が
、
荷
送
人
は
そ
も
そ
も
海
上
運
送
契
約

の
締
結
当
事
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
殊
更
にM

erchant

（
荷
主
）
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
運
送
費
用
等
の
支
払
義
務
を
負
わ
せ
る
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必
要
は
な
い
一
方
、
海
上
運
送
契
約
の
締
結
当
事
者
で
は
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
の
根
拠
が
重
要
に
な

っ
て
こ
よ
う
。

　

前
述
し
た
、
各
コ
ン
テ
ナ
船
社
のM

erchant

条
項
を
見
る
と
、
そ
の
定
義
上
、M

erchant

（
荷
主
）
に
含
ま
れ
る
典
型
的
な
者

と
し
て
、
①
荷
送
人
、
②
船
荷
証
券
所
持
人
、
③
荷
受
人
、
④
運
送
品
の
受
取
人
、
⑤
運
送
品
ま
た
は
船
荷
証
券
の
所
有
者
も
し
く

は
占
有
権
者
、
そ
し
て
、
⑥
か
か
る
者
の
た
め
に
行
為
す
る
者
（
①
～
⑤
の
代
理
人
・
被
用
者
等
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
第
一
に
、
①
荷
送
人
に
つ
い
て
は
、
海
上
運
送
契
約
の
締
結
当
事
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
上
運
送
契
約
に
基

づ
く
運
送
費
用
等
の
支
払
義
務
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
法
的
に
問
題
と
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
②
船
荷
証
券
所

持
人
に
つ
い
て
は
、
船
荷
証
券
所
持
人
の
義
務
／
責
任
と
い
う
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
よ
り
問
題
と

な
る
の
は
、
④
～
⑥
の
者
の
責
任
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
⑤
に
該
当
す
る
者
の
う
ち
船
荷
証
券
の
所
有
者
も
し
く
は
占
有

権
者
は
、
船
荷
証
券
所
持
人
と
異
な
る
の
か
否
か
も
問
題
と
な
る
が
、
海
上
運
送
契
約
の
締
結
当
事
者
で
は
な
く
、
か
つ
船
荷
証
券

所
持
人
で
も
な
い
者
を
想
定
し
て
契
約
締
結
当
事
者
以
外
の
者
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
特
に
、
荷
送
人

ま
た
は
船
荷
証
券
所
持
人
以
外
の
者
がM

erchant
（
荷
主
）
に
該
当
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ
れ
ら
の
者
が
、M

erchant

条
項
に

基
づ
い
て
、
運
送
費
用
等
の
支
払
義
務
を
負
う
の
か
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

第
二
節
　
ア
メ
リ
カ
法

　

M
erchant

条
項
に
基
づ
き
海
上
運
送
契
約
当
事
者
以
外
の
者
が
運
送
費
用
等
の
支
払
義
務
や
そ
の
他
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
う

要
件
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
ア
メ
リ
カ
法
上
の
裁
判
例
を
概
観
す
る
。
第
一
に
、
海
上
運
送
契
約
の
締
結
当
事
者
で
は
な
い
荷
受
人

や
運
送
品
の
所
有
者
の
責
任
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
と
し
て
、
連
邦
地
方
裁
判
所
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー

ス
と
も
い
え
る
、In re M

/V
 Rickm

ers Genoa Litigation

事
件
判
決
を
紹
介
す
る（

（1
（

。
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【
一
】In re M

/V Rickm
ers G

enoa Litigation

事
件
判
決（

（1
（

　
（
事
実
の
概
要
）

　

二
〇
〇
五
年
一
月
二
五
日
、ESM

 Group

社
は
中
国
に
所
在
す
る
同
社
完
全
子
会
社
で
あ
る
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ｔ
社
か
ら
危
険
物
（
粒
状

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
系
脱
硫
試
薬
）
で
あ
る
Ｓ
Ｓ
―

89
と
呼
ば
れ
る
商
品
（
以
下
、
本
件
貨
物
と
い
う
。）
を
Ｃ
Ｉ
Ｆ
条
件
で
購
入
し
た
。
そ

の
後
、
売
主
で
あ
る
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ｔ
社
は
、
非
船
舶
運
航
業
者
（
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
ｓ
）
で
あ
るPudong

社
と
の
間
でESM

T
 T

ianjin

の

工
場
か
ら
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
向
け
て
運
送
す
る
海
上
運
送
契
約
を
締
結
し
た
。
そ
の
際
、Pudong

社
は
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ｔ
社
を
荷
送
人

と
し
て
、
ま
た
、
荷
受
人
欄
に“T

o O
rder of Shipper”

と
記
載
し
た
船
荷
証
券
を
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ｔ
社
に
発
行
し
た
。
こ
の
と
き
、
当

該
船
荷
証
券
に
は
、
運
送
船
舶
と
し
てRickm

ers

号
が
指
定
さ
れ
、
証
券
上
、M

erchant

（
荷
主
）
が
運
送
人
に
対
し
て
書
面
に

よ
っ
て
危
険
物
の
正
確
な
性
質
を
通
知
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
い
うM

erchant

（
荷
主
）
に
は
、
荷

送
人
、
本
船
荷
証
券
所
持
人
、
運
送
品
の
受
取
人
及
び
所
有
者
が
含
ま
れ
て
い
た
。
次
に
、Pudong

社
は
、Rickm

ers 

Interests

と
の
間
で
、Rickm

ers

号
で
、
本
件
貨
物
を
中
国
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
カ
ム
デ
ン
ま
で
運
送
す
る
旨
の
契
約
を

締
結
し
た
。
そ
し
て
、
同
契
約
に
基
づ
き
、Rickm

ers Interests

社
は
、Pudong

社
を
荷
送
人
と
し
て
、
ま
た
、
荷
受
人
欄
に

“U
.S. Shipping, Inc.”

と
記
載
し
た
船
荷
証
券
をPudong

社
に
発
行
し
た
。
こ
の
と
き
、
当
該
船
荷
証
券
に
は
、「M

erchant

（
荷
主
）
は
、〔
危
険
〕
物
の
運
送
に
よ
り
運
送
人
に
生
じ
た
損
失
、
損
害
ま
た
は
費
用
の
全
て
に
つ
き
運
送
人
に
補
償
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
の
約
款
規
定
が
設
け
ら
れ
、
こ
こ
に
い
うM

erchant

（
荷
主
）
に
は
、
荷
送
人
、
本
船
荷
証
券
所
持
人
、
荷
受
人
、

運
送
品
ま
た
は
本
船
荷
証
券
の
受
取
人
、
運
送
品
ま
た
は
本
船
荷
証
券
の
所
有
者
も
し
く
は
占
有
権
者
及
び
か
か
る
者
の
た
め
に
行

為
す
る
者
が
含
ま
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、U

.S. Shipping, Inc.
社
は
仲
介
業
者
で
あ
る
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
と
し
て
行
為
す
る
者
で
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
本
件
貨
物
を
カ
ム
デ
ン
か
ら
ボ
ル
チ
モ
ア
ま
で
の
運
送
を
担
う
代
理
人
で
あ
っ
た
。
な
お
、
運
送
契
約

を
締
結
時
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ｔ
社
は
本
件
貨
物
に
付
随
す
る
リ
ス
ク
を
い
ず
れ
の
者
に
対
し
て
も
通
知
し
て
お
ら
ず
、
Ｍ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
（
製
品
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安
全
デ
ー
タ
シ
ー
ト
）
も
提
供
し
て
い
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
三
月
八
日
、Rickm

ers

号
が
中
国
の
港
で
、Sun Cross

号
と
衝

突
し
て
し
ま
い
、
本
件
貨
物
が
浸
水
に
よ
り
爆
発
炎
上
を
惹
起
し
た
た
め
、
本
件
貨
物
は
完
全
に
焼
失
し
、Rickm

ers

号
に
も
損

害
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
本
件
貨
物
の
荷
受
人
で
あ
るESM

 Group

社
に
対
し
てM

erchant

条
項
等
に
基
づ
き
本
件
貨
物
に
よ

っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
よ
う
求
め
た
事
案
で
あ
る
。
本
件
で
は
、Rickm

ers Interests

社
は
、Pudong

社
及
び

Rickm
ers

船
荷
証
券
の
定
義
規
定
に
従
っ
て
、ESM

 Group

社
が
、M

erchant

（
荷
主
）
と
し
て
両
契
約
の
条
項
に
拘
束
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
彼
ら
はPudong

社
が
発
行
す
る
船
荷
証
券
の
当
事
者
で
あ
り
、
か
つESM

 Group

社
及
び
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ｔ

社
に
対
し
て
当
該
条
項
の
適
用
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
、ESM

 Group

社
及
び
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ｔ
社
は
Ｓ
Ｓ
―

89
に
よ
っ
て
生

じ
た
損
失
に
つ
き
、Rickm

ers Interest

社
に
対
し
て
そ
れ
を
補
償
す
る
義
務
を
負
い
、
同
社
に
対
し
て
Ｓ
Ｓ
―

89
の
危
険
性
を
警

告
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
責
任
を
負
う
と
主
張
す
る
。
他
方
で
、ESM

 Group

社
は
、
そ
れ
に
対
し
て
、
定
義
規
定
の
定
め
に

か
か
わ
ら
ず
、
同
社
は
い
ず
れ
の
船
荷
証
券
に
お
け
る
当
事
者
で
は
な
く
、Rickm

ers Interests

社
に
対
し
て
何
ら
の
保
証
を
表

明
し
て
い
な
い
と
反
論
し
た
。

　
（
判
旨
）

　
「
い
く
つ
か
の
裁
判
所
は
、M

erchant

条
項
に
含
ま
れ
る
第
三
者
が
船
荷
証
券
に
基
づ
い
て
訴
訟
を
提
起
し
た
場
合
、
当
該
第

三
者
は
当
該
船
荷
証
券
の
効
果
を
認
め
、
か
つ
契
約
の
当
事
者
に
な
る
こ
と
も
受
け
入
れ
る
と
判
示
し
た
こ
と
が
あ
る
。
…
…
い
く

つ
か
の
裁
判
所
は
、
よ
り
慎
重
な
用
語
法
に
よ
り
、
第
三
者
の
受
益
者
の
原
則
に
忠
実
な
も
の
も
あ
る
。
…
…
〔
し
か
し
、〕
連
邦

控
訴
裁
判
所
は
、
船
荷
証
券
上
のM

erchant

条
項
の
拘
束
力
に
つ
い
て
は
今
ま
で
言
及
し
て
こ
な
か
っ
た
。
本
意
見
を
述
べ
る
に

当
た
っ
て
、
私
は
一
般
的
な
契
約
ル
ー
ル
を
述
べ
る
。

　

こ
こ
で
は
、ESM

 Group

社
は
い
ず
れ
か
のM

erchant

条
項
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、ESM

 Group

社
が
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い
ず
れ
か
の
船
荷
証
券
に
拘
束
さ
れ
る
旨
の
合
意
を
し
た
こ
と
を
示
す
証
拠
は
な
い
。
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ｔ
社
及
びPudong

社
は
、

Pudong

社
の
船
荷
証
券
の
契
約
当
事
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
様
に
、Pudong

社
及
びRickm

ers Interests

社
はRickm

ers
の
船
荷
証
券
の
契
約
当
事
者
で
あ
っ
た
。ESM

 Group

社
は
い
ず
れ
か
の
船
荷
証
券
の
当
事
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
証
拠
及
び
そ

れ
ら
の
条
項
に
拘
束
さ
れ
る
旨
の
合
意
を
し
た
こ
と
を
示
す
証
拠
は
な
い
。

　

ESM
 Group

社
は
、
本
件
貨
物
の
買
主
で
あ
り
、
か
つ
最
終
的
な
荷
受
人
と
し
て
、
確
か
に
、
第
三
者
の
受
益
者
で
は
あ
っ
た

が
、
そ
の
立
場
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
は
、ESM

 Group

社
が
い
ず
れ
か
の
船
荷
証
券
に
記
載
さ
れ
たM

erchant

（
荷
主
）
の
義
務

に
従
う
旨
の
合
意
を
し
た
と
示
す
に
は
不
充
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
私
はESM

 Group

社
が
本
船
荷
証
券
に
は
拘
束
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
、Rickm

ers Interests

社
の
同
社
に
対
す
る
契
約
上
の
請
求
は
棄
却
さ
れ
る
も
の
と
判
示
す
る
。」

　

そ
う
す
る
と
、Rickm

ers

事
件
判
決
に
よ
れ
ば
、
船
荷
証
券
上
の
約
款
に
基
づ
き
、
荷
受
人
がM

erchant

（
荷
主
）
と
し
て
、

運
送
人
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
と
す
る
の
は
、
当
該
条
項
に
拘
束
さ
れ
る
旨
を
荷
受
人
が
合
意
し
た
場
合
で
あ
る

と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
運
送
品
の
買
主
で
あ
り
、
最
終
的
な
荷
受
人
で
あ
る
と
い
う
地
位
に
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
、

M
erchant

条
項
に
拘
束
さ
れ
、
そ
の
義
務
に
従
う
旨
の
合
意
を
し
た
と
は
い
え
な
い
と
述
べ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
荷

受
人
がM

erchant

条
項
に
拘
束
さ
れ
る
旨
の
合
意
を
し
た
か
否
か
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
、
運
送
品
の
買
主
がM

erchant

（
荷
主
）
に
含
ま
れ
る
と
し
て
、
同
人
に
対
す
るM

erchant

条
項
に
基
づ
く
責
任
が

問
題
と
な
っ
た
、
第
七
巡
回
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
のK

aw
asaki K

isen K
aisha, Ltd. v. Plano M

olding Co.

事
件
判
決
が
あ
る
。
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【
二
】Kaw

asaki Kisen Kaisha, Ltd. v. Plano M
olding C

o.

事
件
判
決（

（1
（

　
（
事
実
の
概
要
）

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ス
ト
レ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
等
の
製
造
及
び
販
売
等
を
行
うPlano

社
は
、
Ｃ
Ｍ
Ｔ
社
を
通
じ
て
、
中
国
か
ら
鋼
製

金
型
を
購
入
し
た
。
そ
し
て
、
非
船
舶
運
航
業
者
（
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
ｓ
）
で
あ
るW

orld

社
は
当
該
鋼
製
金
型
の
運
送
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
役
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
フ
レ
イ
ト
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
と
し
てW

orld

社
は
、
Ｔ
Ｈ
Ｉ
社
及
びK

-Line

社
と
の
間
で

当
該
鋼
製
金
型
を
中
国
か
ら
イ
リ
ノ
イ
州
ま
で
運
送
す
る
旨
の
契
約
を
締
結
し
、K

-Line

社
は
さ
ら
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か
ら

イ
リ
ノ
イ
州
ま
で
の
区
間
の
運
送
に
つ
い
てU

nion Pacific

社
に
下
請
け
に
出
し
た
。
コ
ン
テ
ナ
に
詰
め
ら
れ
た
当
該
鋼
製
金
型

は
上
海
ま
で
Ｔ
Ｈ
Ｉ
社
が
運
送
し
、
上
海
に
お
い
てK

-Line

社
に
引
き
渡
さ
れ
た
。K

-Line

社
は
、
当
該
鋼
製
金
型
を
中
国
か
ら

ア
メ
リ
カ
ま
で
運
送
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
てU

nion Pacific

社
に
引
き
渡
し
た
。
な
お
、
二
〇
〇
五
年
四
月
三
日
に

Plano

社
がW

orld

社
か
ら
受
け
取
っ
た
船
荷
証
券
に
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
条
項
や
、W

orld

社
以
外
の
者
が
コ
ン
テ
ナ
に
詰
め
た
場

合
に
は
、M

erchant

（
荷
主
）
が
、
コ
ン
テ
ナ
の
積
付
け
及
び
封
印
が
安
全
か
つ
適
切
で
あ
り
、
取
扱
い
及
び
運
送
に
適
し
て
い

る
こ
と
を
保
証
し
、
こ
の
保
証
の
違
反
に
よ
り
生
じ
た
人
身
傷
害
、
損
失
ま
た
は
損
害
に
つ
い
てW

orld

社
を
補
償
す
る
旨
の
定

め
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
のM

erchant
（
荷
主
）
に
は
、
荷
送
人
、
受
取
人
、
荷
受
人
、
船
荷
証
券
所
持
人
、
運
送

品
に
つ
き
現
在
及
び
将
来
の
利
益
を
得
る
者
及
び
そ
れ
ら
の
者
の
た
め
に
行
為
す
る
者
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、K

-Line

社
が

発
行
す
る
船
荷
証
券
に
お
い
て
も
類
似
の
条
項
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
二
〇
〇
五
年
四
月
二
一
日
に
、
オ
ク
ラ
ホ

マ
州
タ
イ
ロ
ー
ン
近
く
で
、
荷
送
人
の
不
適
切
な
梱
包
に
よ
っ
て
落
下
し
た
こ
と
で
当
該
鋼
製
金
型
を
積
ん
だ
列
車
が
脱
線
し
、

K
-Line

の
顧
客
の
貨
物
に
二
〇
〇
万
ド
ル
、
そ
れ
と
は
別
にU

nion Pacific
社
に
約
二
〇
〇
万
ド
ル
の
損
失
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、

運
送
人
で
あ
るK

-Line

社
等
が
当
該
鋼
製
金
型
の
買
主
で
あ
るPlano

社
に
対
し
て
、M

erchant

条
項
に
基
づ
き
損
害
賠
償
を

請
求
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
本
件
に
お
い
て
、Plano

社
が
責
任
を
負
う
と
す
る
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
連
邦
最
高
裁
判
決
で
あ
る
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N

orfolk Southern Ry. Co. v. K
irby

事
件
判
決（

（1
（

が
援
用
さ
れ
た
。
同
事
件
は
、
荷
送
人
が
フ
レ
イ
ト
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
に
運
送
の

ア
レ
ン
ジ
を
委
託
し
、
フ
レ
イ
ト
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
が
さ
ら
に
運
送
を
下
請
け
に
出
し
た
際
に
（
フ
レ
イ
ト
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
が
複
合
運
送

証
券
を
発
行
し
、
さ
ら
に
下
請
運
送
人
も
フ
レ
イ
ト
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
に
対
し
て
複
合
運
送
証
券
を
発
行
し
て
い
た
事
案
）、
い
ず
れ
の
証
券
に

お
い
て
も
至
上
約
款
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
海
上
物
品
運
送
法
に
基
づ
く
被
用
者
等
の
抗
弁
や
責
任
制
限
を
認
め
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
条
項
を
取

り
込
ん
で
い
た
状
況
の
下
で
、
下
請
運
送
人
が
荷
送
人
に
対
し
て
責
任
制
限
等
を
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
争
わ
れ
た
事
案
で

あ
る
。
同
事
件
に
お
い
て
、
連
邦
最
高
裁
は
、
荷
送
人
と
フ
レ
イ
ト
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
と
の
間
の
運
送
契
約
の
当
事
者
で
は
な
い
下
請

運
送
人
は
、
当
該
契
約
に
基
づ
く
責
任
制
限
等
を
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
主
張
を
退
け
、
責
任
制
限
等
を
主
張
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
判
示
し
て
い
た（

（1
（

。
そ
の
た
め
、
た
と
え
運
送
契
約
の
条
項
に
合
意
を
し
て
い
な
く
と
も
、
当
該
条
項
に
拘
束
さ
れ
る
可

能
性
を
示
唆
し
て
お
り
、
本
件
に
即
し
て
言
え
ば
、M

erchant

条
項
に
つ
い
て
合
意
を
し
て
い
な
く
と
も
、K

irby

事
件
判
決
を

前
提
と
す
れ
ば
、Plano

社
も
当
該
条
項
に
拘
束
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
り
得
る
と
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
判
旨
）

　
「
代
理
関
係
を
認
識
す
る
こ
と
で
、（K

irby

事
件
）
最
高
裁
は
、
運
送
中
に
損
害
が
生
じ
た
運
送
品
の
所
有
者
に
対
す
る
責
任
を
、

仲
介
業
者
と
交
渉
し
た
価
額
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
下
請
運
送
人
を
保
護
し
た
。
他
方
で
、
本
件
に
お
い
て
、
控
訴
人
（K

-Line

社
）
ら
は
、
責
任
を
回
避
す
る
た
め
の
盾
と
い
う
よ
り
も
、Plano

社
か
ら
補
償
ま
た
は
損
害
賠
償
を
受
け
る
た
め
の
剣
と
し
て

K
-Line

社
の
船
荷
証
券
を
利
用
し
て
い
る
。
控
訴
人
ら
は
、
運
送
品
の
船
積
み
の
適
合
性
に
関
す
る
保
証
に
反
し
たPlano

社
に

対
し
てM

erchant

（
荷
主
）
と
し
て
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
る
。
し
か
し
、Plano

社
は
、K

-Line

の
船
荷
証
券
の
当

事
者
で
は
な
い
し
、
実
際
に
金
型
を
積
み
込
ん
だ
者
で
も
な
い
。
…
…K

irby
事
件
判
決
が
控
訴
人
ら
の
主
張
す
る
よ
う
な
結
論
を

想
定
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。」
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「
控
訴
人
ら
は
、Plano

社
がK

-Line

社
及
びW

orld

社
が
発
行
す
る
船
荷
証
券
に
基
づ
き
脱
線
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
対
し

て
責
任
を
負
う
と
主
張
す
る
。

　

…
…
船
荷
証
券
は
多
く
の
機
能
を
有
し
て
い
る
。
最
も
基
本
的
な
も
の
と
し
て
、
運
送
品
の
受
取
を
証
明
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
…
…
し
か
し
、
権
原
の
証
明
と
し
て
も
機
能
し
、
よ
り
重
要
な
点
と
し
て
、
運
送
契
約
の
証
拠
と
し
て
も
機
能
し
得
る
。
…
…

『
船
荷
証
券
は
、
荷
送
人
と
運
送
人
と
の
間
の
基
本
運
送
契
約
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
条
項
や
条
件
は
荷
送
人
と
全
て
の
運
送

人
を
拘
束
す
る
。』
…
…
こ
こ
で
の
争
点
は
、Plano

社
は
、
金
型
の
買
主
と
し
て
、K

-Line

社
及
びW

orld

社
の
船
荷
証
券
に
拘

束
さ
れ
得
る
か
否
か
で
あ
る
。

　

1
．K

-Line

社
の
船
荷
証
券

　

…
…
こ
こ
で
控
訴
人
ら
は
、
責
任
を
回
避
す
る
た
め
の
盾
と
し
て
で
は
な
く
、Plano

社
か
ら
補
償
及
び
損
害
賠
償
を
受
け
る
た

め
の
剣
と
し
て
、K

-Line

社
の
船
荷
証
券
を
援
用
し
て
い
る
。
控
訴
人
ら
はPlano

社
に
つ
き
、
運
送
に
適
し
て
い
る
こ
と
を
保

証
す
る
こ
と
を
破
棄
し
たM

erchant

（
荷
主
）
と
し
て
責
任
を
負
わ
せ
た
い
と
す
る
。
し
か
し
、Plano

社
はK

-Line

社
の
船
荷

証
券
の
当
事
者
で
も
な
い
し
、
そ
の
木
箱
に
金
型
を
実
際
に
積
み
付
け
た
者
で
も
な
い
。
…
…W

orld

社
は
、
確
か
に
、
中
国
か

ら
ア
メ
リ
カ
へ
と
金
型
の
発
送
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
が
、
我
々
は
、Plano

社
が
、
も
し
、
同
社
が
そ
れ
に
違
反

し
た
場
合
に
は
責
任
を
負
う
と
の
保
証
を
し
て
い
た
こ
と
に
疑
問
を
呈
す
る
。

　

…
…
次
に
、
控
訴
人
ら
は
、Plano

社
は
同
社
が
取
引
を
通
じ
て
行
動
を
し
た
こ
と
で
船
荷
証
券
の
条
項
を
受
け
入
れ
た
た
め
、

K
-Line

社
の
船
荷
証
券
に
基
づ
き
責
任
を
負
う
と
主
張
す
る
。
船
荷
証
券
は
荷
送
人
と
運
送
人
と
の
間
の
契
約
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
に
拘
束
さ
れ
る
旨
の
合
意
が
あ
れ
ば
契
約
当
事
者
で
は
な
い
買
主
を
も
拘
束
す
る
。Plano

社
は
、
荷
送
人
と
し
て
Ｔ
Ｈ
Ｉ
社
を
、

荷
受
人
と
し
てW

orld

社
を
記
載
し
たK

-Line

社
の
船
荷
証
券
の
当
事
者
で
は
な
い
こ
と
に
争
い
は
な
い
。Plano

社
が
、
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
得
る
と
す
る
た
め
に
は
、
一
般
的
な
契
約
の
形
式
や
解
釈
を
確
認
す
る
こ
と
で
決
め
ら
れ
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

…
…
契
約
当
事
者
で
は
な
い
買
主
は
、
船
荷
証
券
に
基
づ
い
て
訴
訟
を
提
起
し
、
か
つ
、
船
荷
証
券
の
条
項
か
ら
利
益
を
得
よ
う

と
す
る
場
合
に
、
当
該
船
荷
証
券
の
条
項
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
得
る
。
こ
こ
で
は
、Plano

社
がK

-Line

社
の
船
荷
証
券

に
基
づ
い
て
訴
訟
を
提
起
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
争
い
は
な
い
た
め
、
こ
の
責
任
理
論
を
控
訴
人
ら
は
援
用
で
き
な
い
。
控
訴

人
ら
は
、Plano
社
が
損
害
を
受
け
た
運
送
品
の
価
値
を
リ
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
保
険
金
請
求
を
し
た
と
述
べ
る
が
、Plano

社
が

実
際
に
そ
の
請
求
に
関
連
し
てK

-Line

社
の
船
荷
証
券
に
基
づ
い
て
何
ら
か
の
利
益
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
と
の
証
拠
は
な
い
。

　

…
…
し
た
が
っ
て
、Plano

社
はK

-Line

社
の
船
荷
証
券
の
条
項
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
わ
な
い
。

　

2
．W

orld

社
の
船
荷
証
券

　

…
…
控
訴
人
ら
は
、Plano
社
は
契
約
の
当
事
者
で
あ
り
、
か
つW

orld

社
の
船
荷
証
券
の
条
項
を
認
識
し
、
そ
れ
を
受
け
入
れ

て
い
た
と
主
張
す
る
。
…
…Rickm

ers
事
件
判
決
に
お
い
て
、
損
害
を
受
け
た
運
送
人
は
、
買
主
が
最
終
的
な
運
送
品
の
荷
受
人

で
あ
り
、
船
荷
証
券
上
のM

erchant
（
荷
主
）
の
定
義
に
含
ま
れ
る
と
主
張
し
て
船
荷
証
券
に
基
づ
き
責
任
を
追
及
し
た
。
運
送

人
の
主
張
を
退
け
る
中
で
、Rickm

ers

事
件
の
裁
判
所
は
、
た
と
え
買
主
が
船
荷
証
券
上
のM

erchant

条
項
に
含
ま
れ
る
と
し

て
も
、
買
主
は
船
荷
証
券
の
当
事
者
で
も
な
く
、
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
旨
の
合
意
を
し
た
と
も
い
え
な
い
と
判
示
し
た
。

Rickm
ers

事
件
判
決
は
、
地
方
裁
判
所
の
判
断
で
あ
り
こ
こ
で
の
拘
束
力
は
な
い
も
の
の
、
我
々
は
説
得
的
な
分
析
で
あ
る
と
考

え
る
。

　

…
…
本
件
記
録
に
お
い
て
、
我
々
は
、
Ｃ
Ｍ
Ｔ
社
ま
た
はPlano
社
がW

orld

社
と
の
間
で
金
型
の
発
送
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
か

ど
う
か
を
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
判
断
な
し
に
、Plano
社
が
契
約
当
事
者
と
し
て
責
任
を
負
う
と
し
て
、
ま
た
、

W
orld

社
の
船
荷
証
券
上
の
責
任
を
負
う
と
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
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本
件
で
は
、K

irby

事
件
判
決
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、M

erchant

条
項
に
基
づ
き
、
た
と
え
代
理
人
等
も
ま
た
責
任
を
負

う
と
のK

-Line

社
の
主
張
に
つ
き
、
第
七
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
同
事
件
判
決
は
代
理
人
等
が
責
任
制
限
等
を
主
張
す
る
こ
と

を
認
め
た
も
の
で
あ
る
一
方
で
、
運
送
契
約
の
当
事
者
で
は
な
い
者
が
、
同
事
件
判
決
を
援
用
し
て
船
荷
証
券
上
の
条
項
に
基
づ
い

て
責
任
を
負
う
と
す
る
場
合
に
ま
で
拡
張
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、K

aw
asaki K

isen K
aisha

事
件

判
決
に
お
い
て
も
、
結
論
と
し
て
、Rickm

ers

事
件
判
決
を
引
用
し
て
、
運
送
契
約
当
事
者
で
は
な
い
者
がM

erchant

条
項
に

い
うM

erchant

（
荷
主
）
に
含
ま
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
当
該
条
項
に
基
づ
く
責
任
を
負
う
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
そ

し
て
、
運
送
契
約
の
当
事
者
で
は
な
いM

erchant

（
荷
主
）
が
、
当
該
条
項
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
う
の
は
、
第
一
に
、
船
荷
証

券
に
基
づ
い
て
訴
訟
提
起
を
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
利
益
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
場
合
、
も
し
く
は
、
第
二
に
、
当
該
条
項
に
拘
束

さ
れ
る
旨
を
合
意
し
て
い
た
場
合
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
裁
判
例
の
流
れ
の
中
で
、
令
和
六
年
判
決
の
Ｙ2

社
の
よ
う
に
、
荷
送
人
の
た
め
に
船
腹
を
予
約
す
る
者
が

M
erchant

（
荷
主
）
に
該
当
す
る
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
者
がM

erchant

条
項
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
う
か
否
か
が
争
わ
れ
た
事

例
と
し
て
、CM

A
-CGM

 

（CA
N

A
D

A

）, Inc. v. W
orld Shippers Consultants, Ltd.

事
件
判
決
が
登
場
す
る
。

【
三
】C

M
A-C

G
M

 （C
AN

AD
A

）, Inc. v. W
orld Shippers C

onsultants, Ltd.

事
件
判
決（

（1
（

　
（
事
実
の
概
要
）

　

原
告
で
あ
る
Ｃ
Ｍ
Ａ
社
は
、
海
運
会
社
で
あ
りCM

A
 S.A

.

社
の
代
理
人
と
し
て
、
海
上
運
送
を
引
き
受
け
た
。
被
告
で
あ
る

W
orld Shippers

社
は
、
荷
送
人
の
代
理
人
と
し
て
海
上
運
送
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
者
で
あ
り
、
Ｃ
Ｍ
Ａ
社
と
の
間
で
荷
送
人
の
た

め
に
、
コ
ン
テ
ナ
運
送
に
つ
い
て
船
腹
予
約
を
行
っ
て
い
た
。
実
務
上
、
カ
ー
ゴ
ス
ペ
ー
ス
は
、
電
話
や
メ
ー
ル
の
方
法
に
よ
り
確

保
さ
れ
、W

orld Shippers

社
は
荷
送
人
の
た
め
に
そ
の
ス
ペ
ー
ス
の
予
約
を
行
っ
た
。
ス
ペ
ー
ス
の
予
約
を
し
た
場
合
、
フ
ォ
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ワ
ー
ダ
ー
で
あ
るW

orld Shippers

社
は
荷
送
人
の
た
め
に
発
送
に
関
す
る
書
面
の
扱
い
等
も
行
っ
て
い
た
。W

orld Shippers

社
は
、
荷
送
人
の
代
理
人
と
し
て
、
ま
た
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
と
し
て
行
動
し
て
い
た
。
そ
し
て
、W

orld Shippers

社
は
、
荷
送
人

を
特
定
し
な
い
ま
ま
予
約
確
認
書
（booking confirm

ation

）
で
も
っ
て
カ
ー
ゴ
ス
ペ
ー
ス
の
予
約
を
行
っ
て
い
た
。

　

二
〇
〇
九
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、W

orld Shippers

社
は
二
三
個
分
の
カ
ー
ゴ
ス
ペ
ー
ス
の
ア
レ
ン
ジ
を
行
っ
た
。
そ

し
て
、
当
該
貨
物
に
関
連
し
て
、
予
約
確
認
書
、
船
荷
証
券
の
ド
ラ
フ
ト
、
譲
渡
不
能
船
荷
証
券
（
以
下
、
船
荷
証
券
の
ド
ラ
フ
ト
と

譲
渡
不
能
船
荷
証
券
を
本
件
船
荷
証
券
と
い
う
。）
及
び
イ
ン
ボ
イ
ス
が
作
成
さ
れ
た
。
予
約
確
認
書
に
は
、
Ｃ
Ｍ
Ａ
社
の
名
称
、
原
告

の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
お
け
る
住
所
と
予
約
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
予
約
確
認
書
に
は
、
二
三
個
の
貨
物
の
荷
送
人

は
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
非
開
示
の
荷
送
人
（undisclosed shipper

）
の
代
わ
り
にW

orld Shippers

社

に
よ
っ
て
予
約
さ
れ
た
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
原
告
は
、
船
腹
の
予
約
に
つ
きW

orld Shippers

社
が
唯
一
の
当

事
者
と
し
て
取
り
扱
っ
た
。
ま
た
、
予
約
確
認
書
に
は
、
条
項
17
と
し
て
、「
予
約
確
認
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
全
て
の
輸
送
は
、

運
送
人
が
発
行
す
る
船
荷
証
券
の
条
項
及
び
条
件
に
服
し
ま
す
。〔
顧
客
は
―
筆
者
註
〕
運
送
人
が
発
行
す
る
船
荷
証
券
の
全
て
の
条

項
及
び
条
件
を
認
識
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
も
の
と
し
ま
す
。」
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
船
荷
証
券
の
条
項
や
条
件
は
Ｃ
Ｍ
Ａ
社

の
代
理
店
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
本
件
船
荷
証
券
に
は
、

M
erchant

（
荷
主
）
は
「
こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
条
項
を
含
む
条
項
及
び
条
件
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
旨
を
合
意
し
、
明
確
に

受
け
入
れ
る
」
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。M

erchant

（
荷
主
）
と
し
て
、「
荷
送
人
の
た
め
に
行
為
す
る
い
か
な
る
者
」
が
定
義
さ

れ
て
お
り
、
運
送
費
用
等
に
つ
い
てM

erchant

（
荷
主
）
が
支
払
義
務
等
を
負
う
旨
の
条
項
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
運
送
人
で
あ

る
Ｃ
Ｍ
Ａ
社
が
荷
送
人
の
代
理
人
で
あ
り
、
か
つ
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
で
あ
るW

orld Shippers

社
に
対
し
て
運
送
費
用
等
の
支
払
を

請
求
し
た
。
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（
判
旨
）

　
「
本
人
を
示
し
て
代
理
人
が
契
約
を
し
た
場
合
の
代
理
人
は
契
約
の
当
事
者
と
は
み
な
さ
れ
な
い
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
の
履
行

に
つ
き
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
人
を
示
し
て
契
約
を
し
た
代
理
人
は
本
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
契
約

違
反
に
つ
き
責
任
を
負
わ
さ
れ
得
な
い
。

　

そ
の
本
人
を
示
し
て
契
約
を
し
た
代
理
人
は
責
任
を
負
わ
な
い
と
い
う
一
般
的
な
ル
ー
ル
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う

な
代
理
人
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て
、
ま
た
は
本
人
に
加
え
て
契
約
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
表
示
し
た
場
合
に
は
責
任
を
負
い

得
る
。

　

本
人
を
示
し
て
契
約
を
し
た
代
理
人
は
責
任
を
負
わ
な
い
と
い
う
一
般
的
な
ル
ー
ル
と
対
照
的
に
、
本
人
を
示
さ
な
い
で
契
約
を

し
た
代
理
人
は
、『
本
人
と
し
て
』
契
約
違
反
の
責
任
を
負
い
得
る
。
そ
の
よ
う
な
責
任
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
代
理
人
は
『
契

約
が
締
結
さ
れ
る
と
き
、
ま
た
は
そ
の
前
に
』
本
人
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
人
が
示
さ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
争
点
は
、
事
実
関
係
に
よ
る
。
争
点
は
、
合
理
的

に
本
人
が
示
さ
れ
て
い
た
状
態
と
い
え
る
か
否
か
で
あ
る
。『
示
さ
れ
て
い
た
か
の
重
要
な
点
は
、
第
三
者
が
、
本
人
と
そ
れ
以
外

の
者
と
を
区
別
す
る
の
に
充
分
な
情
報
を
有
し
て
い
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。』
本
人
と
そ
れ
以
外
の
者
と
を
区
別
す
る
の
に
充
分
な

情
報
を
提
供
さ
れ
て
い
た
場
合
に
の
み
、
本
人
が
示
さ
れ
て
い
た
と
み
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
…
…

　

フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
が
他
人
に
代
わ
っ
て
行
為
を
す
る
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
だ
け
で
は
、
運
送
人
を

し
て
、
荷
送
人
を
確
定
さ
せ
る
義
務
を
負
う
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
…
…

　

W
orld Shippers

社
が
予
約
確
認
書
に
合
意
し
た
際
に
、
荷
送
人
は
確
定
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
非
開
示
の
本
人
の
代
わ
り

に
行
動
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、W

orld Shippers

社
は
、
Ｃ
Ｍ
Ａ
社
と
の
間
で
契
約
当
事
者
に
な
る
合
意
を
し
た
こ
と

に
な
る
。
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予
約
確
認
書
に
お
い
て
設
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、W

orld Shippers

社
の
合
意
は
船
荷
証
券
の
全
て
の
条
項
及
び
条
件
に
取

り
込
ま
れ
る
。
上
記
で
設
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
の
条
項
や
条
件
は
、W

orld Shippers

社
は
、
二
三
個
分
の
イ
ン
ボ

イ
ス
に
お
け
る
運
送
支
払
い
を
荷
送
人
と
と
も
に
連
帯
し
て
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
る
。」

　

以
上
の
よ
う
に
、
荷
送
人
の
代
わ
り
に
フ
レ
イ
ト
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
が
代
理
人
と
し
て
、
運
送
人
と
の
間
で
船
腹
の
予
約
を
し
た
よ

う
な
場
合
に
つ
い
て
は
、CM

A
-CGM

 

（CA
N

A
D

A

）, Inc. v. W
orld Shippers Consultants, Ltd.

事
件
判
決
で
は
、
本
人
で

あ
る
荷
送
人
を
船
腹
の
予
約
の
段
階
で
運
送
人
に
対
し
て
通
知
し
て
い
た
の
か
否
か
が
、M

erchant

（
荷
主
）
と
し
て
責
任
を
負

う
の
か
否
か
の
大
き
な
基
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
、
代
理
人
（
荷
送
人
等
の
た
め
に
行
為
す
る
者
）
が

M
erchant

条
項
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
う
場
合
は
、
本
人
を
示
し
て
い
た
の
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

M
editerranean Shipping Co. 

（U
SA

） v. A
m

. Cargo Shipping Lines, Inc

事
件
判
決
に
お
い
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。

【
四
】M

editerranean Shipping C
o. （U

SA
） v. Am

. C
argo Shipping Lines, Inc

事
件
判
決（

（1
（

　
（
事
実
の
概
要
）

　

本
件
は
、
原
告
で
あ
る
Ｍ
Ｓ
Ｃ
社
が
、
被
告
で
あ
るA

m
erican Cargo

社
に
対
し
て
、
運
送
品
の
受
取
り
が
遅
延
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
生
じ
た
費
用
や
未
払
運
賃
等
の
支
払
い
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
社
は

A
m

erican Cargo

社
と
の
間
で
四
件
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
イ
ン
ド
ま
で
の
運
送
取
引
を
締
結
し
た
と
さ
れ
る
。A

m
erican Cargo

社
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
社
を
運
送
人
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
と
し
、
船
腹
を
予
約
し
た
こ
と
か
ら
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
社
はA

m
erican Cargo

社
に

対
し
て
予
約
確
認
書
を
発
行
し
た
。
そ
の
際
、
予
約
確
認
書
に
お
い
てA

m
erican Cargo

社
が
荷
送
人
と
し
て
特
定
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
社
は
予
約
確
認
書
に
基
づ
い
て
船
荷
証
券
を
発
行
し
た
が
、
一
通
に
つ
い
て
は
荷
送
人
と
し
てA

m
erican 
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Cargo

社
及
びN

.A
.C

社
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
以
外
の
三
通
の
船
荷
証
券
に
お
い
て
は
、A

m
erican Cargo

社
はN

.

A
.C.

社
の
代
理
人
と
し
て
記
載
さ
れ
、
荷
送
人
と
し
て
、N

.A
.C.

社
等
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
運
送
自
体
は
問
題
な
く
到
着
港
ま

で
な
さ
れ
た
が
、
タ
リ
フ
記
載
の
受
取
期
限
ま
で
に
運
送
品
の
受
取
り
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
デ
マ
レ
ー
ジ
や
管
理
費
用
等
の

運
送
費
用
等
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
社
はA

m
erican Cargo

社
に
そ
の
旨
と
そ
れ
ら
の
費
用
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
旨
の

通
知
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
三
年
九
月
一
〇
日
に
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
社
はA

m
erican Cargo

社
に
対
し
て
そ
れ
ら
の
費
用
等
の
支

払
い
に
つ
き
、
船
荷
証
券
記
載
の
条
項
及
び
条
件
で
あ
るM

erchant

条
項
に
基
づ
き
責
任
を
負
う
と
主
張
し
て
請
求
を
行
っ
た
。

　
（
判
旨
）

　
「〔W

orld Shippers

事
件
判
決
に
お
い
て
は
〕
条
項
に
よ
っ
て
契
約
当
事
者
は
拘
束
さ
れ
る
と
の
当
事
者
の
明
確
な
認
識
に
沿
っ
て
、

予
約
確
認
書
に
記
載
の
条
項
及
び
条
件
へ
の
言
及
が
責
任
を
課
す
た
め
に
機
能
し
た
た
め
に
、
被
告
は
責
任
を
負
う
と
さ
れ
た
。

　

当
裁
判
所
に
お
い
て
提
示
さ
れ
て
い
る
予
約
確
認
書
で
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
予
約
確
認
書
に
は
以
下
の
よ
う
な

条
項
と
条
件
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、『
条
項
の
一
部
が
変
更
さ
れ
た
た
め
、
約
款
を
お
読
み
に
な

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。』
と
。
こ
の
文
言
に
は
、
標
準
船
荷
証
券
約
款
や
そ
の
約
款
を
予
約
確
認
書
に
摂
取
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
は
な
く
、
約
款
に
は
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
に
言
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
よ
う
な
文
言
は
存

在
し
な
か
っ
た
。
本
件
に
お
け
る
予
約
確
認
書
は
、
原
告
が
回
復
を
求
め
る
費
用
に
対
す
る
責
任
を
独
自
に
課
す
も
の
で
は
な
い
点

に
お
い
てW

orld Shippers

事
件
判
決
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
、
本
件
の
訴
訟
に
お
い
て
生
じ
る
契
約
上
の
義

務
は
船
荷
証
券
に
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

本
件
の
取
引
は
船
荷
証
券
が
発
行
さ
れ
る
ま
で
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、
代
理
人
〔
か
否
か
〕
の
判
断
は
、
そ
の
船
荷
証
券
が
発

行
さ
れ
る
時
点
で
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。A

m
erican Cargo

社
は
、
争
点
と
な
っ
て
い
る
三
通
の
船
荷
証
券
に
お
い
て
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本
人
を
開
示
し
て
い
る
た
め
、A

m
erican Cargo

社
は
、
そ
の
船
荷
証
券
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
た
三
つ
の
取
引
に
つ
い
て
は
本
人

を
示
し
て
代
理
行
為
を
し
た
代
理
人
で
あ
っ
た
。

　

…
…
〔M

erchant

条
項
に
基
づ
く
責
任
に
つ
い
て
〕
Ｍ
Ｓ
Ｃ
社
は
、
反
対
書
面
に
お
い
て
、A

m
erican Cargo

社
が
『
運
送
品
ま

た
は
本
船
荷
証
券
を
所
有
な
い
し
占
有
す
る
権
利
の
あ
る
全
て
の
者
』
の
た
め
に
行
為
す
る
者
と
し
て
行
為
し
た
た
め
、

『M
erchant

（
荷
主
）』
の
定
義
に
該
当
す
る
と
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
…
…
実
際
の
と
こ
ろ
、

責
任
の
根
拠
を
原
告
は
明
確
に
は
主
張
し
て
い
な
い
。
そ
も
そ
もA

m
erican Cargo

社
が
『M

erchant

（
荷
主
）』
の
定
義
に
含

ま
れ
る
と
い
う
も
っ
と
も
ら
し
い
主
張
が
な
け
れ
ば
（
船
荷
証
券
は
被
告
に
対
し
て
責
任
を
課
し
て
い
た
と
の
も
っ
と
も
ら
し
い
主
張
が

な
け
れ
ば
）、
開
示
さ
れ
た
本
人
の
代
わ
り
に
船
荷
証
券
に
よ
る
契
約
関
係
に
入
っ
た
場
合
、A

m
erican Cargo

社
が
こ
れ
ら
の
契

約
に
基
づ
い
て
独
立
し
て
拘
束
さ
れ
る
意
思
を
『
明
確
に
表
示
し
た
』
と
い
う
も
っ
と
も
ら
し
い
主
張
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。」

　

本
判
決
は
、W

orld Shippers

事
件
判
決
を
基
礎
と
し
つ
つ
も
、
同
事
件
が
予
約
確
認
書
の
記
載
内
容
と
最
終
的
な
荷
送
人
の

確
定
と
い
う
点
に
お
い
て
、
本
件
と
異
な
っ
て
い
る
と
し
、
加
え
て
、
船
荷
証
券
発
行
時
に
お
い
て
は
荷
送
人
が
開
示
さ
れ
て
い
て
、

フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
が
代
理
人
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
荷
送
人
本
人
で
あ
る
と
し
て
責
任
を
負
わ
な
い
と
し
た
事
例

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
判
決
は
、
結
局
、M

erchant

（
荷
主
）
と
し
て
、A

m
erican Cargo

社
が
責
任
を
負
う
の
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
社
に
よ
る
明
示
的
な
主
張
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
独
立
し
てM

erchant

条
項
に
拘
束
さ
れ
る
意
思
を
明
確
に

表
示
し
た
と
は
言
え
な
い
と
し
た
。

　

事
例
と
し
て
は
少
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
ア
メ
リ
カ
海
事
判
例
の
状
況
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
第
一
に
、
単
にM

erchant

条
項
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
当
然
に
荷
送
人
以
外
の
契
約
当
事
者
で
は
な
い
者
が
同
条
項
に
基
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づ
き
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
契
約
当
事
者
で
は
な
い
者
がM

erchant

条
項
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
う

場
合
と
は
、
①
そ
の
者
が
船
荷
証
券
に
基
づ
い
て
何
ら
か
の
訴
訟
を
提
起
し
て
、
自
ら
の
利
益
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
場
合
（
こ
の

場
合
に
は
、
船
荷
証
券
の
条
項
を
受
け
入
れ
た
と
評
価
さ
れ
る
）、
②
契
約
当
事
者
で
は
な
い
者
がM

erchant

条
項
に
拘
束
さ
れ
る
旨

を
明
確
に
合
意
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
や
海
運
仲
立
人
の
よ
う
に
荷
送
人
の
代
理
人
と
し

て
船
腹
を
予
約
す
る
者
に
つ
い
て
は
、M

erchant

（
荷
主
）
の
定
義
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
運
送
契
約
の
本
人
を

開
示
せ
ず
に
船
腹
を
予
約
し
て
、
船
荷
証
券
の
発
行
を
受
け
た
場
合
に
は
、
自
ら
が
荷
送
人
に
な
る
こ
と
を
理
由
に
責
任
を
負
う
可

能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
他
方
で
、
運
送
契
約
の
本
人
で
あ
る
荷
送
人
を
開
示
し
て
船
荷
証
券
の
発
行
を
受
け
た
場
合
に
は
、
フ
ォ

ワ
ー
ダ
ー
はM

erchant

条
項
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る（

（1
（

。
も
ち
ろ
ん
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
等
が
自
ら

M
erchant

条
項
に
拘
束
さ
れ
る
旨
を
明
確
に
合
意
し
て
い
る
よ
う
な
特
段
の
事
情
が
あ
れ
ば
、
や
は
り
責
任
を
負
う
こ
と
に
は
な

ろ
う
。

第
三
節
　
イ
ギ
リ
ス
法

　

次
に
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て
、M

erchant

条
項
の
適
用
範
囲
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
述
し
た

よ
う
に
、
荷
送
人
に
つ
い
て
は
、
契
約
の
当
事
者
と
し
て
責
任
を
負
う
と
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
特
に
、
荷
送
人
以
外
の

M
erchant

（
荷
主
）
が
問
題
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て
、
荷
送
人
以
外
のM

erchant

（
荷
主
）
の
責
任
が
問

題
と
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、M

erchant

条
項
に
基
づ
きM

erchant
（
荷
主
）
の
責
任
が
、
ア
メ
リ
カ
法
の
下
で
の
議
論
に
比
べ

て
、
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
確
か
に
、M

erchant
（
荷
主
）
の
定
義
は
、
非
常
に
広
範
な
も
の
で
は
あ

る
が
、
定
義
に
含
ま
れ
る
者
が
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
下
で
は
、M

erchant

条
項
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
自
動
的
に
責
任

を
負
わ
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い（

（1
（

。
そ
こ
で
、
な
ぜ
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て
、M

erchant

（
荷
主
）
の
定
義
に
含
ま
れ
る
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者
で
あ
っ
て
も
、M

erchant

条
項
に
基
づ
い
て
自
動
的
に
責
任
を
負
わ
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　

そ
も
そ
も
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
直
接
契
約
関
係
の
理
論
」（D

octrine of Privity of Contract

）
が
存
在
し

て
お
り
、
運
送
品
の
所
有
者
で
あ
る
荷
受
人
等
は
、
荷
送
人
と
海
上
運
送
人
と
の
間
の
運
送
契
約
の
当
事
者
で
は
な
い
場
合
、
当
該

荷
受
人
等
は
当
該
運
送
契
約
に
拘
束
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
伝
統
的
に
考
え
ら
れ
て
き
た（

（2
（

。
そ
の
た
め
、
運
送
契
約
の
当
事
者
で

は
な
い
、（
典
型
的
に
は
）
運
送
品
の
所
有
者
で
も
あ
る
荷
受
人
は
、
運
送
人
に
対
し
て
訴
訟
上
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
し
、
ま
た
、
訴
え
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た（

（2
（

。

　

そ
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て
は
、
古
く
、
一
八
五
五
年
船
荷
証
券
法
が
制
定
さ
れ
、
船
荷
証
券
を
発
行
す
る
場
合
に
は
、

直
接
契
約
関
係
の
理
論
の
修
正
を
図
る
こ
と
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
同
法
一
条
は
、
船
荷
証
券
に
記
載
さ
れ
た
運
送
品
の
荷
受
人
及

び
船
荷
証
券
の
被
裏
書
人
は
、
訴
訟
上
の
権
利
を
自
己
に
移
転
さ
せ
、
か
つ
帰
属
さ
せ
、
他
方
で
、
そ
の
運
送
品
に
関
し
、
船
荷
証

券
に
化
体
さ
れ
た
契
約
に
つ
き
あ
た
か
も
自
己
と
締
結
し
た
も
の
と
し
て
そ
の
責
任
を
負
う
旨
を
定
め
た
。
し
た
が
っ
て
、
同
条
に

基
づ
き
、
船
荷
証
券
に
記
載
さ
れ
た
運
送
品
の
荷
受
人
及
び
船
荷
証
券
の
被
裏
書
人
は
、
た
と
え
当
該
船
荷
証
券
に
化
体
さ
れ
た
運

送
契
約
の
当
事
者
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
運
送
人
に
対
し
て
運
送
契
約（

（2
（

に
基
づ
く
訴
訟
上
の
権
利
を
有
し
、
義
務
を
負
う
こ
と
に

な
る
と
さ
れ
た（

（2
（

。
換
言
す
れ
ば
、
運
送
契
約
の
当
事
者
で
は
な
い
者
が
、
運
送
契
約
に
基
づ
く
権
利
義
務
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
の

は
、
一
八
五
五
年
船
荷
証
券
法
一
条
に
基
づ
き
、
運
送
品
の
荷
受
人
及
び
船
荷
証
券
の
被
裏
書
人
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
同
法
一
条
の
下
で
は
、
例
え
ば
、
銀
行
の
よ
う
に
船
荷
証
券
を
担
保
と
し
て
取
得
す
る
者
も
ま
た
、
船
荷

証
券
の
被
裏
書
人
と
し
て
、
当
該
船
荷
証
券
に
化
体
さ
れ
て
い
る
運
送
契
約
に
よ
っ
て
生
じ
る
義
務
を
負
う
と
さ
れ
る
の
か
、
と
い

う
点
が
問
題
と
さ
れ
た（

（2
（

。
そ
こ
で
、
一
九
九
二
年
に
、
海
上
物
品
運
送
法
が
制
定
さ
れ
、
同
法
三
条
に
お
い
て
、
権
利
と
義
務
の
関

係
を
切
り
離
す
形
で
、
船
荷
証
券
を
含
む
船
積
書
類
に
基
づ
く
責
任
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
法
三
条
一
項
は
「
本
法

二
条
一
項（

（2
（

が
、
本
法
が
適
用
さ
れ
る
証
券
に
関
連
し
て
機
能
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
っ
て
権
利
が
帰
属
す
る
者
は
、
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（
ａ
）
運
送
人
か
ら
、
船
積
書
類
に
記
載
さ
れ
た
運
送
品
の
引
渡
し
を
受
け
、
ま
た
は
引
渡
し
を
請
求
し
た
と
き
、（
ｂ
）
運
送
品
に

つ
い
て
運
送
人
に
対
し
て
運
送
契
約
に
基
づ
く
請
求
を
行
っ
た
と
き
、
も
し
く
は
、（
ｃ
）
運
送
人
か
ら
、
権
利
が
付
与
さ
れ
る
前

に
、
運
送
品
の
引
渡
し
を
受
け
、
ま
た
は
引
渡
し
を
請
求
し
た
と
き
、
あ
た
か
も
運
送
契
約
の
当
事
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
運
送

契
約
に
基
づ
い
て
、
当
事
者
と
同
様
の
責
任
を
負
う
」
と
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
本
条
項
は
、
第
一
に
、
船
積
書
類
を
譲
り
受
け

た
者
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
取
得
し
た
権
利
よ
り
も
、
制
限
的
な
義
務
を
負
う
こ
と
を
定
め
、
第
二
に
、
船
積
書
類
を
譲
り
受
け
た
者

に
権
利
が
移
転
す
る
と
し
た
一
方
で
、
責
任
は
、
当
該
書
類
を
譲
り
受
け
た
者
に
そ
の
効
果
が
帰
属
し
た
と
し
て
も
、
運
送
契
約
の

当
事
者
に
そ
の
責
任
は
残
る
旨
を
定
め
た
も
の
で
あ
る（

（2
（

。
そ
の
た
め
、
一
九
九
二
年
海
上
物
品
運
送
法
三
条
一
項
は
、
船
荷
証
券
の

所
持
人
が
、
当
該
船
荷
証
券
に
化
体
さ
れ
て
い
る
運
送
契
約
に
基
づ
い
て
義
務
を
負
う
の
は
、
運
送
品
の
引
渡
請
求
等
を
行
っ
た
場

合
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
船
荷
証
券
法
制
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
船
荷
証
券
の
正
当
な
所
持
人
で
あ
っ
て
も
、

当
然
に
、
船
荷
証
券
に
化
体
さ
れ
て
い
る
運
送
契
約
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
う
の
で
は
な
く
、
一
定
の
権
利
行
使
が
あ
っ
て
は
じ
め

て
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る（

（2
（

。
そ
う
す
る
と
、
荷
受
人
で
も
な
く
、
船
荷
証
券
の
所
持
人
で
は
な
い
者
が
、M

erchant

（
荷
主
）

と
し
て
、
当
該
船
荷
証
券
に
化
体
さ
れ
て
い
る
運
送
契
約
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い
し
、
さ
ら
に
、
当
該
代
理
人
等
が

形
式
的
に（

（2
（

船
荷
証
券
を
所
持
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
でM

erchant

（
荷
主
）
と
し
て
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て
、
フ
ォ
ワ
ー
デ
ィ
ン
グ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
船
腹

の
予
約
を
し
た
場
合
に
、
海
上
運
送
人
は
予
約
者
が
あ
く
ま
で
代
理
人
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

M
erchant

条
項
に
よ
ら
ず
に
、
慣
習
上
、
運
送
賃
等
に
つ
い
て
代
理
人
が
支
払
責
任
を
負
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要

で
あ
る（

（2
（

。
こ
れ
は
、
結
論
的
に
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
、
船
腹
の
予
約
者
が
荷
送
人
を
特
定
せ
ず
に
予
約
を
行
っ
た
場
合
に
類
似

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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し
た
が
っ
て
、
運
送
契
約
の
当
事
者
で
は
な
い
荷
受
人
や
船
荷
証
券
の
所
持
人
がM
erchant

条
項
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
う
の

は
、
一
九
九
二
年
海
上
物
品
運
送
法
三
条
一
項
に
定
め
る
要
件
を
満
た
し
た
と
き
に
限
ら
れ
る
し
、
さ
ら
に
、
運
送
品
の
所
有
者
や

荷
送
人
の
代
理
人
等
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
同
条
項
に
よ
っ
て
も
な
お
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
下
に
お
い
て
は
、
荷
受
人
、
船
荷
証
券
所
持
人
や
荷
送
人
の
代
理
人
等
と
い
っ
た
、
形

式
的
にM

erchant

（
荷
主
）
の
定
義
に
含
ま
れ
る
と
し
て
も
、M
erchant

条
項
に
基
づ
い
て
海
上
運
送
人
に
対
し
て
責
任
を
負
う

場
面
と
い
う
の
は
、
か
な
り
限
定
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

第
四
節
　
小
　
括

　

以
上
、
第
二
節
及
び
第
三
節
に
お
い
て
概
観
し
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
法
及
び
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
るM

erchant

条
項
に
基
づ

くM
erchant

（
荷
主
）
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

M
erchant

（
荷
主
）
の
定
義
と
の
関
係
か
ら
、
当
該
定
義
に
含
ま
れ
る
者
に
つ
き
、
一
律
に
そ
の
責
任
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
事
例
ご
と
にM
erchant

条
項
に
拘
束
さ
れ
る
か
否
か
が
検
討
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
運
送
人

と
契
約
関
係
を
有
す
る
荷
送
人
に
つ
い
て
は
、
船
荷
証
券
に
化
体
さ
れ
て
い
る
運
送
契
約
の
当
事
者
で
あ
る
が
故
に
、M

erchant

条
項
に
基
づ
く
責
任
を
負
う
こ
と
は
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。
他
方
で
、
そ
れ
以
外
の
、
船
荷
証
券
所
持
人
、
運
送
品
の
所
有
者
及
び

そ
れ
ら
の
者
の
代
理
人
に
つ
い
て
は
別
の
考
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第
一
に
、
船
荷
証
券
所
持
人
に
つ
い
て
は
、
単
に
船

荷
証
券
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
、M

erchant

条
項
を
含
む
船
荷
証
券
上
の
責
任
条
項
に
拘
束
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
当

該
船
荷
証
券
に
基
づ
い
て
訴
訟
上
の
権
利
等
を
行
使
し
た
と
き
に
は
じ
め
て
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
第
二
に
、

運
送
品
の
所
有
者
、
荷
送
人
・
運
送
品
の
所
有
者
等
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
代
理
人
に
つ
い
て
は
、M

erchant

（
荷
主
）
の
定
義

に
含
ま
れ
、
か
つM

erchant

条
項
が
船
荷
証
券
上
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
当
該
条
項
に
拘
束
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
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の
者
が
運
送
人
と
の
間
で
明
確
な
合
意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
ア
メ
リ
カ
法
の
下
で
は
、
特
にRickm

ers

事
件

判
決
以
降
、
そ
の
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
他
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
下
で
は
、
そ
の
こ
と
が
明
確
な
形
で
議
論
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
船
荷
証
券
所
持
人
の
責
任
に
関
す
る
規
定
（
一
九
九
二
年
海
上
物
品
運
送
法
三
条
）
の 

存
在
か
ら
、
船
荷
証
券
所
持
人
で
さ
え
、
訴
訟
上
の
権
利
等
を
行
使
し
な
け
れ
ば
、
船
荷
証
券
上
の
責
任
は
負
わ
な
い
と
さ
れ
て
き

た
こ
と
に
鑑
み
て
、
船
荷
証
券
所
持
人
で
も
な
いM

erchant

（
荷
主
）
が
、
当
該
船
荷
証
券
の
約
款
内
容
を
知
悉
し
て
い
る
か
ら

と
い
っ
て
、
当
該
条
項
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
ア
メ
リ
カ

法
の
下
で
は
、
フ
レ
イ
ト
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
等
が
、
代
理
人
と
し
て
荷
送
人
本
人
を
示
さ
な
い
で
船
腹
の
予
約
を
し
た
り
、
運
送
契
約

を
締
結
し
た
り
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
が
運
送
契
約
の
当
事
者
と
し
て
、M

erchant

条
項
に
拘
束
さ
れ
る
可
能
性
は
示
唆
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
法
及
び
イ
ギ
リ
ス
法
の
観
点
か
ら
見
る
と
、M

erchant

条
項
の
適
用
の
範
囲
は
必
ず
し
も
広
く
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
契
約
当
事
者
で
は
な
い
者
は
当
該
契
約
に
基
づ
い
て
生
じ
る
責
任
を
負
わ
な
い
と
い
う
直
接
契
約
関
係

の
理
論
か
ら
の
帰
結
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
比
較
法
的
な
結
論
と
し
て
は
、M

erchant

（
荷
主
）
の
定
義
に

含
ま
れ
る
荷
送
人
の
場
合
は
格
別
、
そ
れ
以
外
のM

erchant

（
荷
主
）
に
つ
い
て
は
（
船
荷
証
券
所
持
人
の
場
合
に
は
別
の
考
慮
が
あ

り
得
る
が
）、
当
該
条
項
に
拘
束
さ
れ
る
旨
の
明
確
な
合
意
が
な
い
限
り
、
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、M

erchant

条
項
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
、
本
章
で
行
っ
た
ア
メ
リ
カ
及
び
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
議
論
と

令
和
六
年
判
決
の
法
的
構
成
と
を
比
較
検
討
し
て
、
日
本
法
に
お
け
るM

erchant

条
項
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と

し
た
い
。
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第
四
章　

日
本
法
に
お
け
る
検
討

第
一
節
　M

erchant

条
項
の
趣
旨

　

そ
こ
で
、
ま
ず
、
そ
も
そ
もM

erchant

条
項
と
は
、
ど
の
よ
う
な
趣
旨
を
有
す
る
の
か
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
も
っ

と
も
、M

erchant

条
項
が
ど
の
よ
う
な
趣
旨
に
基
づ
い
て
設
け
ら
れ
て
い
る
の
か
は
、
判
然
と
し
な
い
。
古
く
か
ら
、
日
本
国
内

に
お
い
て
は
、
北
米
航
路
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
航
路
用
の
邦
船
コ
ン
テ
ナ
船
荷
証
券
に
お
い
て
、
裏
面
約
款
一
条
（
ｂ
）
に
お
い
て

「『
荷
主
』（M

erchant
）
に
は
、
荷
送
人
、
出
荷
主
、
荷
受
人
、
運
送
品
の
所
有
者
及
び
受
取
人
、
並
び
に
こ
の
船
荷
証
券
の
所
持

人
を
含
む
。」
と
の
定
義
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
二
四
条
（
運
賃
及
び
諸
掛
り
）
に
お
い
て
「（
一
）
運
賃
は
、
荷
主
の
申
告
し
た
運
送

品
の
明
細
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
、
荷
主
は
、
自
己
の
申
告
し
た
中
品
、
重
量
、
容
積
及
び
価
額
が
、
運
送
人
に
よ
る
運
送
品
の
受

取
の
と
き
に
正
確
で
あ
る
こ
と
を
、
運
送
人
に
対
し
て
保
証
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
…
…
運
送
品
の
中
品
、
重
量
、
容
積
若
し

く
は
価
額
の
申
告
が
不
正
確
で
あ
っ
た
と
き
に
は
、
荷
主
は
、（
ａ
）
支
払
済
の
運
賃
と
正
確
な
明
細
が
申
告
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば

支
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
運
賃
と
の
差
額
に
加
え
、（
ｂ
）
確
定
損
害
賠
償
と
し
て
、
正
当
運
賃
相
当
額
に
つ
き
責
任
を
負
い
、

か
つ
そ
の
金
額
を
運
送
人
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」「（
五
）
荷
主
は
、
運
送
品
に
課
せ
ら
れ
た
領
事
査
証
料
を
含
め
、
す

べ
て
の
賦
課
金
、
関
税
、
税
金
及
び
諸
掛
り
、
又
は
荷
主
が
、
運
送
品
に
関
す
る
政
府
又
は
公
の
機
関
の
法
令
若
し
く
は
規
則
に
従

わ
な
か
っ
た
た
め
、
或
い
は
運
送
品
に
つ
い
て
要
求
さ
れ
る
領
事
、
衛
生
当
局
、
そ
の
他
の
証
明
書
を
取
付
け
る
こ
と
を
怠
っ
た
た

め
に
生
じ
た
場
合
を
含
め
、
如
何
な
る
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
、
そ
の
運
送
品
に
関
し
て
運
送
人
が
蒙
っ
た
す
べ
て
の
罰
金
及

び
／
又
は
損
失
に
つ
い
て
責
任
を
負
い
、
運
送
人
に
対
し
そ
の
補
償
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
」「（
六
）
荷
送
人
、
荷
受
人
、

運
送
品
の
所
有
者
及
び
こ
の
船
荷
証
券
の
所
持
人
は
、
運
送
人
に
対
し
、
運
賃
及
び
諸
掛
り
の
全
額
の
支
払
い
と
、
本
証
券
の
も
と

に
於
け
る
そ
れ
ら
の
者
の
各
々
の
義
務
の
履
行
に
つ
き
、
連
帯
し
て
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（

（3
（

と
定
め
、
荷
主
と
し
て
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一
定
の
費
用
や
責
任
の
負
担
や
、
荷
主
に
含
ま
れ
る
荷
送
人
、
荷
受
人
、
運
送
品
の
所
有
者
及
び
船
荷
証
券
所
持
人
に
つ
い
て
の
連

帯
責
任
を
定
め
る
規
定
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
解
説
に
お
い
て
は
、
荷
主
の
定
義
と
の
関
係
等
に
つ
い

て
は
特
段
の
記
述
は
見
ら
れ
ず
、
せ
い
ぜ
い
「
第
五
項
は
運
送
品
に
つ
い
て
の
諸
課
徴
金
、
運
送
品
の
保
全
の
た
め
の
費
用
等
の
荷

主
の
負
担
義
務
に
つ
き
、
第
六
項
は
、
運
賃
お
よ
び
諸
掛
り
一
般
に
つ
い
て
の
荷
送
人
、
荷
受
人
等
の
連
帯
責
任
を
規
定
す
る
。」（

（3
（

（
傍
線
は
筆
者
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
荷
主
に
は
、
運
送
契
約
当
事
者
で
あ
る
荷
送
人
や
船
荷
証
券
所
持

人
以
外
の
者
が
含
ま
れ
、
か
つ
そ
の
費
用
や
責
任
等
を
負
担
す
る
よ
う
な
規
定
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
詳
細
な
説
明
は

み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
、
日
本
以
外
で
は
、M

erchant

条
項
の
趣
旨
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

運
送
費
用
や
責
任
等
を
負
わ
さ
れ
るM

erchant

（
荷
主
）
に
含
ま
れ
る
者
が
荷
送
人
や
船
荷
証
券
所
持
人
以
外
に
拡
張
さ
れ
て
い

る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
特
定
の
一
般
条
項
が
、
例
え
ば
、
荷
受
人
に
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る（

（3
（

。
運
送
契
約
の
利
害
関
係
者
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
項
に
お
い
て
個
別
の
主
体
（
荷
送
人
な
の
か
、

荷
受
人
な
の
か
、
船
荷
証
券
所
持
人
な
の
か
、
そ
れ
以
外
の
者
な
の
か
）
の
権
利
や
義
務
を
規
定
す
る
よ
り
も
、
広
くM

erchant

（
荷

主
）
と
い
う
形
で
包
括
的
に
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
書
き
漏
ら
し
を
防
ぐ
よ
う
な
意
図
も
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
加

え
て
、
現
在
の
海
運
実
務
の
複
雑
性
か
ら
、
誰
が
荷
送
人
と
し
て
責
任
を
負
う
の
か
が
不
明
瞭
と
な
る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、
海
上

運
送
人
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
船
荷
証
券
の
裏
面
約
款
に
拘
束
さ
れ
る
主
体
と
は
誰
か
と
い
う
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
こ
と

か
ら
、M

erchant

（
荷
主
）
と
い
う
形
で
、
運
送
品
に
対
し
て
一
定
の
利
益
を
有
す
る
当
事
者
を
作
出
し
、
責
任
主
体
を
単
純
化

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
も
見
ら
れ
る（

（3
（

。
こ
こ
で
は
、
海
上
運
送
人
が
運
送
品
に
起
因
し
て
損
害
を
被
っ
た
場
合
や
費

用
を
負
担
し
た
場
合
に
、
誰
に
対
し
て
責
任
を
追
及
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
特
に
、
複
合
運
送
の
場
合
や
複
数
の
主
体
が
関
係
す
る
運

送
取
引
の
場
合
に
、
法
的
に
不
明
確
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
く
「M

erchant

（
荷
主
）」
に
対
し
て
責
任
を

負
わ
せ
る
条
項
を
設
け
る
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
法
的
不
明
確
性
を
除
去
し
よ
う
と
す
る
条
項
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
本
来
で
あ
れ
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ば
、
海
上
運
送
契
約
を
締
結
し
た
当
事
者
で
あ
る
荷
送
人
に
対
し
て
責
任
を
負
わ
せ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
荷
送
人
が
誰
で
あ
る
の
か
不

明
確
な
場
合
に
対
応
す
る
も
の
と
も
い
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
裁
判
例
に
お
い
て
も
荷
送
人
が
不
明
で
は
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、M

erchant

条
項
の

適
用
が
争
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、M

erchant

条
項
の
文
言
を
素
直
に
読
め
ば
、
令
和
六
年
判
決
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
約

款
条
項
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
「
海
上
運
送
の
性
質
上
、
国
際
取
引
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
船
会
社
に
お
い
て
、
場

合
に
よ
っ
て
は
海
上
運
送
契
約
の
当
事
者
以
外
の
者
に
も
責
任
を
負
わ
せ
、
運
送
費
用
等
の
回
収
を
担
保
す
る
趣
旨
」
も
否
定
で
き

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
複
雑
化
し
た
海
運
実
務
に
お
い
て
、
荷
送
人
が
海
運
仲
立
人
や
フ
レ
イ
ト
フ
ォ
ワ
ー

ダ
ー
等
を
介
在
さ
せ
て
海
上
運
送
人
と
の
間
で
運
送
契
約
を
締
結
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
海
上
運
送
人
自
身
が
、
誰
が
荷
送
人
で

あ
る
の
か
不
明
瞭
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
の
ほ
か
、
そ
の
機
能
面
に
着
目
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
運
送
人
自
身
が
実
際
の
荷
送
人

に
運
送
費
用
等
の
支
払
能
力
が
あ
る
か
否
か
を
調
査
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
そ
の
海
運
仲
立
人
や
フ
レ
イ
ト

フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
等
に
対
し
て
、M

erchant
（
荷
主
）
と
し
て
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
も
一
定
の
合
理
性
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

荷
送
人
の
支
払
能
力
を
調
査
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
が
小
さ
い
の
は
、
荷
送
人
か
ら
直
接
委
託
等
を
受
け
た
海
運
仲
立
人
や
フ
レ
イ
ト

フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
等
の
側
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、M

erchant

条
項
は
、
荷
送
人
以
外
の
者

に
対
し
て
も
、
運
送
契
約
上
の
債
務
を
負
担
さ
せ
る
人
的
担
保
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、M

erchant

条
項
に

拘
束
さ
れ
る
旨
の
合
意
は
、M

erchant

（
荷
主
）
と
し
て
責
任
を
負
う
と
す
る
契
約
で
あ
っ
て
、
日
本
法
の
文
脈
に
即
し
て
考
え

る
と
、
民
法
上
の
保
証
契
約
（
民
法
四
六
六
条
）
ま
た
は
併
存
的
債
務
引
受
契
約
（
民
法
四
七
〇
条
）
の
一
種
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　

そ
う
す
る
と
、M

erchant

条
項
に
は
、
①
荷
送
人
不
明
の
場
合
に
お
け
る
責
任
主
体
の
単
純
化
と
い
う
機
能
と
、
②
荷
送
人
の

人
的
担
保
と
し
て
の
機
能
を
果
た
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
の
複
数
の
趣
旨
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
荷
送
人
が
確
定
で
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き
る
場
合
に
ま
で
、
そ
れ
以
外
の
者
に
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
の
合
理
性
に
は
一
定
の
疑
問
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
特
に
、
荷
送
人
以

外
の
者
に
つ
い
て
、
人
的
担
保
と
い
う
形
で
責
任
を
負
わ
せ
る
と
す
る
法
的
根
拠
の
妥
当
性
が
問
題
と
な
る
。

第
二
節
　M

erchant

条
項
の
適
用
範
囲

（
一
）
令
和
六
年
判
決
の
判
断
枠
組
み

　

令
和
六
年
判
決
は
、M

erchant

条
項
の
趣
旨
を
海
上
運
送
契
約
の
当
事
者
以
外
の
者
に
も
責
任
を
負
わ
せ
、
運
送
費
用
等
の
回

収
を
担
保
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
説
明
し
て
お
り
、
実
質
的
な
人
的
担
保
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
令
和

六
年
判
決
は
、
そ
れ
と
同
時
に
「
契
約
当
事
者
で
な
い
第
三
者
に
対
し
て
ま
で
当
然
に
約
款
の
効
力
が
及
ぶ
と
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
第
三
者
が
た
ま
た
ま
何
ら
か
の
形
で
契
約
に
関
わ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
、
自
身
が
関
知
し
得
な
い
事
項
に
つ
い
て
予
期
し
な
い

責
任
を
負
う
」
こ
と
に
な
る
と
も
判
示
し
て
い
る
。

　

令
和
六
年
判
決
は
、M

erchant

条
項
に
基
づ
き
責
任
を
負
う
場
合
と
し
て
、
①
約
款
の
内
容
が
、
当
該
業
界
に
お
け
る
健
全
な

商
慣
習
に
照
ら
し
て
合
理
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
立
場
に
お
か
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
そ
の
責
任
を
引
き
受
け
る
の
が
通
常
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
②
第
三
者
が
契
約
当
事
者
と
密
接
な
関
係
性
を
有
し
、
約
款
の
内
容
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
立
場
に
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
者
で
あ
れ
ば
通
常
は
約
款
の
内
容
を
把
握
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
場
合
に
、
約
款
に
つ
い
て
合
意
し
て
責
任
を
引
き
受
け
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
、
拘
束
力
が
拡
張
さ
れ
る
と
の
一
般
論
を
展

開
す
る
。
こ
の
よ
う
な
一
般
論
は
、
従
前
の
日
本
の
裁
判
例
及
び
学
説
上
、
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
、
Ｘ
社
側
の
主
張
と
し
て
、
Ｙ2

社
に
責
任
が
及
ぶ
理
由
と
し
て
、M

erchant

条
項
に
基
づ
く
運
送
に
係
るM

erchant

（
荷
主
）
の
義
務
の
連
帯
責
任
を
引
き
受
け
る
意
思
の
存
在
と
、
約
款
が
記
載
さ
れ
て
い
る
船
荷
証
券
を
取
得
し
た
こ
と
を
根
拠
と

し
て
お
り
、
Ｙ2

社
も
ま
たM

erchant

（
荷
主
）
と
し
て
の
責
任
を
引
き
受
け
る
意
思
が
あ
っ
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
も
の
と
考
え
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ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
Ｘ
社
側
の
主
張
及
び
令
和
六
年
判
決
は
、
い
ず
れ
もM

erchant

（
荷
主
）
に
当
た
り
得
る
者
の

M
erchant

条
項
に
基
づ
く
責
任
引
受
の
意
思
に
そ
の
根
拠
を
求
め
て
い
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
Ｙ2

社

の
意
思
に
関
連
し
て
、
運
送
契
約
当
事
者
で
は
な
い
者
に
も
高
価
品
に
関
す
る
免
責
を
定
め
た
約
款
の
効
力
が
及
ぶ
か
が
争
わ
れ
た

事
例
で
あ
る
東
京
高
判
平
成
五
年
一
二
月
二
四
日
判
時
一
四
九
一
号
一
三
五
頁（

（3
（

に
お
け
る
「
仮
に
運
送
契
約
の
契
約
当
事
者
で
な
い

第
三
者
が
運
送
人
の
不
法
行
為
責
任
を
追
及
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
の
第
三
者
が
右
契
約
当
事
者
と
実
質
的
に
同
視
で
き
る
者
、

す
な
わ
ち
、
運
送
人
と
の
間
に
生
じ
る
法
律
関
係
を
契
約
法
理
に
よ
っ
て
律
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
商
法
の
右
規
定
や
約
款
の
規
制
の

趣
旨
に
準
拠
し
て
そ
の
責
任
の
範
囲
を
合
理
的
に
確
定
す
る
の
が
相
当
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
の
判
示
と
の
類
似
性
を
指
摘
す

る
も
の
も
あ
る（

（3
（

。
し
か
し
、
令
和
六
年
判
決
は
、
契
約
当
事
者
（
荷
送
人
Ｙ1

社
）
と
実
質
的
に
同
視
で
き
る
者
（
Ｙ2

社
）
で
あ
る
と

い
う
よ
り
は
、
約
款
の
合
理
性
に
加
え
て
、
あ
く
ま
で
Ｙ2

社
自
身
がM

erchant

条
項
を
知
悉
し
て
自
ら
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
約
款

に
つ
い
て
合
意
し
て
責
任
を
引
き
受
け
た
と
い
う
意
思
を
根
拠
に
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
そ
う
す
る
と
、
裁
判
所
の
定
式
（
①

約
款
規
定
の
合
理
性
と
、
②
責
任
を
引
き
受
け
る
意
思
）
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。

（
二
）M

erchant

条
項
そ
れ
自
体
の
合
理
性

　

ま
ず
、
①
約
款
規
定
の
合
理
性
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
荷
送
人
以
外
のM

erchant

（
荷
主
）
を
半
ば
保
証
人
的
な

立
場
に
立
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
海
上
運
送
の
円
滑
化
を
図
る
と
い
う
説
明
に
は
合
理
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

他
方
で
、
ア
メ
リ
カ
海
事
局
（Federal M

aritim
e Com

m
ission

）
は
、
既
に
、M

erchant

条
項
に
つ
い
て
、
正
当
か
つ
合
理
的

な
慣
行
で
は
な
く
、
連
邦
法（

（3
（

違
反
の
疑
い
が
あ
る
こ
と
を
公
表
し
て
お
り（

（3
（

、
令
和
六
年
判
決
が
述
べ
る
ほ
ど
、M

erchant

条
項
が

海
運
実
務
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
健
全
な
商
慣
習
と
ま
で
言
え
る
か
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
コ
ン
テ
ナ
運
送
に
お

い
て
海
運
仲
立
人
等
が
船
腹
の
予
約
を
す
る
場
合
の
手
数
料
が
大
き
く
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
少
額
の
手
数
料
を
支
払
っ
て
、
巨
額
の



79

船荷証券約款における Merchant 条項の適用範囲

債
務
を
負
担
さ
せ
ら
れ
る
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
さ
せ
ら
れ
る
約
款
規
定
が
ど
こ
ま
で
合
理
性
を
有
す
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
よ

う
。
令
和
六
年
判
決
で
は
、
コ
ン
テ
ナ
超
過
保
管
料
等
が
争
わ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
危
険
品
に
よ
っ
て
生
じ
た
運
送
人
に
対
す

る
責
任
に
つ
い
て
も
責
任
を
負
わ
せ
る
規
定
と
し
て
も
機
能
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
が
よ
り
明
確
に
な
る
。
さ
ら
に
、
令
和
六
年

判
決
は
、M

erchant

条
項
の
合
理
性
を
説
明
す
る
中
で
、
一
つ
の
要
素
と
し
て
、
多
数
の
コ
ン
テ
ナ
船
社
が
使
用
し
て
い
る
こ
と

を
挙
げ
て
い
る
が
、
多
数
の
コ
ン
テ
ナ
船
社
が
使
用
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
合
理
性
を
有
す
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
単
に
、
コ
ン
テ
ナ
船
社
（
運
送
人
）
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
こ
と
か
ら
当
該
条
項
を
設
け
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と

も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
三
）M

erchant

（
荷
主
）
の
責
任
を
引
き
受
け
る
意
思

　

次
に
、
②
責
任
を
引
き
受
け
る
意
思
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
特
に
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
は
、

M
erchant

条
項
に
拘
束
さ
れ
る
旨
の
明
確
な
合
意
を
し
て
い
た
か
否
か
と
い
う
点
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
契
約
当
事

者
で
は
な
い
者
が
、M

erchant

条
項
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
う
と
解
す
る
根
拠
が
な
い
こ
と
に
よ
る
。
運
送
契
約
の
構
造
上
、
締

結
当
事
者
は
、
荷
送
人
と
運
送
人
で
あ
り
、
そ
の
契
約
の
拘
束
力
を
第
三
者
に
対
し
て
も
及
ぼ
す
法
的
手
段
と
し
て
、
船
荷
証
券
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
船
荷
証
券
所
持
人
で
す
ら
、
単
に
船
荷
証
券
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
の
一
事
を
も
っ
て
運
送
契

約
上
の
義
務
を
負
う
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
船
荷
証
券
所
持
人
が
一
定
の
権
利
行
使
を
し
た
と
き
に
は
じ
め
て
義
務
を
負

う
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
船
荷
証
券
所
持
人
で
す
ら
な
い
、
他
のM

erchant

（
荷
主
）
が
運
送
契
約
の
内
容
と
な
っ

て
い
る
約
款
条
項
に
拘
束
さ
れ
る
根
拠
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
解
し
て
、M

erchant

条
項
に
基
づ
き
、
荷
送

人
・
船
荷
証
券
所
持
人
以
外
の
者
が
、
運
送
契
約
上
の
責
任
を
負
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
運
送
契
約
と
は
異
な
っ
た
契
約
を
別
途

締
結
し
た
と
の
評
価
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
条
項
とM

erchant

条
項
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と
を
区
別
し
た
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
比
較
法
的
な
見
地
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、

M
erchant

条
項
に
基
づ
い
てM

erchant

（
荷
主
）
が
責
任
を
負
う
場
合
と
は
、
少
な
く
と
も
、M

erchant

（
荷
主
）
に
当
た
り

得
る
者
が
明
確
に
当
該
約
款
規
定
に
拘
束
さ
れ
る
旨
の
合
意
を
し
た
と
認
定
で
き
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
自
ら
がM

erchant

（
荷
主
）
に
該
当
す
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
当
該
債
務
を
負
担
す
る
意
思
を
有
し
て
い
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

　

令
和
六
年
判
決
は
、M

erchant

条
項
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
Ｙ2

社
は
、
本
件
船
荷
証
券
に
記
載
さ
れ

た
条
項
を
確
認
す
る
機
会
も
あ
り
、
ま
た
海
上
運
送
人
に
対
し
て
何
ら
の
異
議
を
述
べ
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
、
多
数
の
運
送
取
引
の

代
理
行
為
を
反
復
継
続
し
て
き
た
こ
と
を
理
由
に
、
運
送
約
款
に
合
意
し
て
そ
の
責
任
を
引
き
受
け
た
こ
と
を
推
認
し
て
い
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
Ｙ2

社
と
の
関
係
で
は
、
運
送
約
款
を
含
む
海
上
運
送
契
約
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
う
と
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
別
にM

erchant

（
荷
主
）
と
し
て
責
任
を
引
き
受
け
る
契
約
（
以
下
で
は
、
荷
主
責
任
引
受
契
約
と
い

う
。）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
令
和
六
年
判
決
の
事
案
に
即
し
て
言
え
ば
、
Ｙ2

社
は
、
Ｘ
社
と
の
間
で
、
①
海
上

運
送
契
約
の
代
理
行
為
と
、
②
Ｙ2

社
自
身
がM

erchant

条
項
に
基
づ
く
荷
主
責
任
引
受
契
約
に
合
意
し
た
と
い
え
る
の
か
と
い
う

点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
結
局
は
、
令
和
六
年
判
決
に
お
け
る
、
後
者
のM

erchant

条
項
に
基
づ
く
荷
主
責
任
引

受
契
約
の
合
意
の
認
定
が
妥
当
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
令
和
六
年
判
決
は
、
運
送
約
款
の
合
理
性
、
そ
の
公
開
と

M
erchant

（
荷
主
）
に
当
た
る
者
が
反
復
継
続
的
に
当
該
約
款
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
か
ら
合
意
を
認
定
し
て
い
る
が
、
果
た
し

て
そ
れ
が
妥
当
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、B to B

取
引
の
類
型
で
あ
る
に
は
せ
よ
、
一
般
的
に
コ
ン
テ
ナ
船
荷
証
券
約
款

に
よ
る
運
送
契
約
は
当
該
約
款
の
修
正
の
可
能
性
の
余
地
が
考
え
に
く
い
定
型
取
引
で
あ
り
、
民
法
五
四
八
条
の
二
が
定
め
る
定
型

約
款
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば（

（3
（

、
そ
の
よ
う
な
判
断
は
荷
送
人
等
に
不
可
能
を
強
い
る
も
の
で
あ
っ
て

適
切
で
は
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る（

（4
（

。
さ
ら
に
、
荷
主
責
任
引
受
契
約
の
法
的
性
質
か
ら
見
て
、
こ
の
よ
う
な
合
意
の
認
定
の
適
切
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性
も
問
題
と
な
る
。

（
四
）
荷
主
責
任
引
受
契
約
の
性
質
か
ら
の
合
意
の
認
定

　

令
和
六
年
判
決
はM

erchant

条
項
が
人
的
担
保
と
し
て
機
能
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、M

erchant

条
項
に
基
づ
き
、

M
erchant

（
荷
主
）
と
し
て
、
荷
送
人
の
債
務
を
引
き
受
け
る
と
い
う
合
意
に
基
づ
く
契
約
を
、
保
証
契
約
な
い
し
は
併
存
的
債

務
引
受
契
約
で
あ
る
と
性
質
決
定
で
き
る
場
合
に
は
、
民
法
上
の
保
証
契
約
な
い
し
は
併
存
的
債
務
引
受
契
約
に
関
す
る
議
論
が
妥

当
す
る
こ
と
に
な
ろ
う（

（4
（

。

　

民
法
上
、
保
証
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
は
、
債
権
者
と
保
証
人
と
の
間
の
保
証
契
約
に
つ
い
て
書
面
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
（
民
法
四
四
六
条
二
項
。
要
式
契
約
）。
そ
し
て
、
保
証
契
約
に
つ
き
書
面
性
を
要
求
す
る
趣
旨
と
し
て
、
保
証
契
約
は
、
無
償
で
、

情
義
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
場
合
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、
保
証
人
に
お
い
て
自
己
の
責
任
を
充
分
に
認
識
し
て
い
な
い
場
合
が
少
な

く
な
く
、
保
証
を
慎
重
な
ら
し
め
、
保
証
意
思
が
外
部
的
に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
限
っ
て
法
的
拘
束
力
を
認
め
る
た
め

で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
つ
ま
り
、
書
面
性
要
件
は
、
保
証
契
約
は
保
証
人
に
対
し
て
一
方
的
に
負
担
を
課
す
も
の
で
あ
っ
て
、

保
証
人
に
債
務
負
担
の
意
思
を
明
確
に
認
識
さ
せ
て
確
認
さ
せ
る
た
め
で
あ
る（

（4
（

。
こ
の
こ
と
は
、
書
面
性
要
件
を
不
要
と
し
て
い
た

平
成
一
六
年
改
正
前
民
法
に
お
い
て
も
、
保
証
契
約
が
諾
成
・
片
務
・
無
償
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
締
結
を
慎
重
に
さ
せ
る
と
と

も
に
、
保
証
契
約
の
合
意
が
成
立
し
た
か
ど
う
か
の
認
定
は
慎
重
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た（

（4
（

。

　

そ
う
す
る
と
、
船
荷
証
券
は
、
あ
く
ま
で
荷
送
人
と
海
上
運
送
人
と
の
間
の
運
送
契
約
に
係
る
書
面
で
あ
っ
て
、
荷
送
人
以
外
の

者
が
船
荷
証
券
上
の
約
款
に
お
い
て
荷
主
責
任
の
引
受
け
に
係
る
条
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
書
面
性
が
認
め
ら
れ
る

の
か
も
疑
問
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、
保
証
契
約
に
お
い
て
は
、
保
証
対
象
と
な
る
債
務
の
特
定
や
法
的
性
質
、
保
証

の
範
囲
が
明
示
さ
れ
、
そ
れ
を
認
識
し
た
上
で
、
保
証
意
思
を
形
成
・
表
明
す
る
こ
と
が
必
要
と
解
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
そ
う
す
る
と
、
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本
件
に
お
け
る
本
条
項
だ
け
で
は
、
保
証
対
象
と
な
る
債
務
が
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
保
証
の
範
囲
も
か
な
り
曖
昧
な
も
の
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（4
（

。
そ
し
て
、
民
法
四
四
六
条
二
項
の
書
面
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
署
名
押
印
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
本
件
船
荷
証
券
に
は
荷
送
人
以
外
のM

erchant

（
荷
主
）
の
署
名
押
印
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
保
証
人

と
な
るM

erchant

（
荷
主
）
自
身
の
名
称
が
書
面
に
表
出
し
て
い
な
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
民
法
四
四
六
条
二
項
に
い
う
「
書
面
」

に
は
当
た
ら
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
立
案
担
当
官
に
よ
れ
ば
、
保
証
書
の
差
入
方
式
で
も
充
分
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の（

（4
（

、

多
く
の
学
説
（
立
案
担
当
官
も
含
む
）
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
に
解
し
た
と
し
て
も
、
差
し
入
れ
た
書
面
の
写
し
を
保
証
人
に
交

付
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る（

（4
（

。
し
か
し
、
た
と
え
、
差
入
方
式
を
認
め
た
と
し
て
も
、
船
荷
証
券
は
、
輾
転
と
流

通
す
る
有
価
証
券
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
条
項
は
そ
れ
を
確
認
し
得
るM

erchant

（
荷
主
）
の
手
元
か
ら
も
失
わ

れ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
民
法
四
四
六
条
二
項
が
定
め
る
書
面
性
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
も
し
、
船
荷
証
券
の
よ
う
に
、
別
契
約
（
海
上
運
送
契
約
）
の
条
項
の
中
に
、
代
理
人
と
債
権
者
と
の
間
の
保
証
契
約

条
項
が
含
ま
れ
て
お
り
、
代
理
人
が
そ
の
保
証
意
思
を
署
名
押
印
等
に
よ
り
外
部
に
表
示
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
四
六

条
二
項
の
書
面
性
を
認
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
条
項
の
保
証
人
保
護
と
い
う
趣
旨
を
没
却
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
た
と
え
、
船
荷
証
券
が
保
証
契
約
に
お
け
る
書
面
性
の
要
件
を
満
た
す
と
し
て
も
、
船
荷
証
券
上
の
約
款
の
規
定
を
知

悉
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
荷
主
責
任
の
引
受
け
（
保
証
債
務
の
負
担
）
の
意
思
ま
で
認
め
ら
れ
る
か
は
、
慎
重
に
認
定
さ
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
、
令
和
六
年
判
決
の
よ
う
な
認
定
は
妥
当
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
荷
送
人
や
船
荷

証
券
所
持
人
も
し
く
は
そ
れ
ら
の
代
理
人
等
、
船
荷
証
券
自
体
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
れ
ば
ま
だ
し
も
、
海
上
運
送
契

約
の
締
結
当
事
者
で
も
な
く
、
か
つ
船
荷
証
券
自
体
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
運
送
品
の
所
有
者
等
に
つ
い
て
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
者
と
の
関
係
で
は
、
そ
の
効
力
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
で
、M

erchant

条
項
に
基
づ
く
荷
主
責
任
引
受
契
約
を
併
存
的
債
務
引
受
契
約
で
あ
る
と
性
質
決
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、



83

船荷証券約款における Merchant 条項の適用範囲

保
証
契
約
と
異
な
り
、
書
面
性
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
（
民
法
四
七
〇
条
）。
そ
の
た
め
、
書
面
性
を
欠
く
場
合
で
あ
っ
て
も
、
併
存

的
債
務
引
受
契
約
は
有
効
に
成
立
し
得
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
荷
主
責
任
引
受
契
約
に
つ
い
て
も
船
荷
証
券
の
「
書
面
」
該
当
性
が

否
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
当
事
者
の
合
意
を
別
に
措
定
す
る
こ
と
で
有
効
な
荷
主
責
任
引
受
契
約
を
認
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
よ

う
に
も
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
併
存
的
債
務
引
受
契
約
は
債
権
者
側
か
ら
見
れ
ば
、
自
己
の
債
権
の
た
め
の
責
任
財
産
の
増
加
を

意
味
し
、
保
証
債
務
や
連
帯
債
務
と
の
機
能
と
の
同
等
性
か
ら（

（4
（

、
保
証
契
約
と
の
類
似
性
が
夙
に
指
摘
さ
れ
て
お
り（

（5
（

、
た
と
え
併
存

的
債
務
引
受
契
約
で
あ
る
と
し
て
も
、
契
約
解
釈
か
ら
保
証
契
約
で
あ
る
と
法
的
に
評
価
し
た
り
、
保
証
契
約
に
関
す
る
規
定
を
類

推
適
用
し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う（

（5
（

。
さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
、
併
存
的
債
務
引
受
契
約
の
合
意
の
成
立
に
認
定
に
つ
い
て
も
、
保

証
契
約
で
述
べ
た
点
が
妥
当
し
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
特
に
慎
重
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
議
論
と
も
平
仄
が
合
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
海
上

運
送
契
約
の
当
事
者
で
は
な
い
者
がM

erchant

条
項
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
う
の
は
、「M

erchant

条
項
に
拘
束
さ
れ
る
旨
を

『
明
確
に
』
合
意
し
て
い
る
場
合
」
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
。
少
な
く
と
も
、
日
本
法
に
お
い
て
も
、
そ
の

M
erchant

条
項
に
基
づ
く
合
意
の
法
的
性
質
を
保
証
契
約
な
い
し
は
併
存
的
債
務
引
受
契
約
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
、
当
該
条
項
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
う
旨
を
明
確
に
合
意
し
て
い
な
い
限
り
、
形
式
的
にM

erchant

（
荷
主
）
に
該
当

し
、
か
つ
当
該
条
項
を
知
悉
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
荷
主
責
任
引
受
契
約
の
合
意
が
認
定
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
責

任
を
負
う
こ
と
は
な
い
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、M

erchant

条
項
の
適
用
範
囲
は
、
①
荷
送
人
の
場
合
は
、

海
上
運
送
人
と
の
間
の
海
上
運
送
契
約
に
基
づ
き
、
ま
た
、
②
そ
れ
以
外
の
者
（
船
荷
証
券
所
持
人
の
場
合
は
除
く
）
は
、
単
に
当
該

条
項
の
存
在
を
知
悉
し
て
い
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、
当
該
条
項
に
拘
束
さ
れ
る
旨
を
別
途
明
確
に
合
意
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
と
解

す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
船
腹
の
予
約
時
に
、
荷
送
人
を
具
体
的
に
示
さ
ず
、
海
上
運
送
人
と
の
間
で
海
上
運
送
契
約
を
締
結
す

る
よ
う
な
場
合
、
船
腹
の
予
約
者
が
荷
送
人
本
人
と
し
て
責
任
を
負
う
可
能
性
ま
で
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
（
た
だ
し
、
日
本
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法
に
お
い
て
は
、
商
法
五
〇
四
条
の
適
用
の
問
題
は
出
て
来
よ
う
）、
こ
の
点
は
、
ア
メ
リ
カ
法
や
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
議
論
と
同
様

の
帰
結
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

第
五
章　

結
び
に
代
え
て

　

本
稿
は
、
船
荷
証
券
約
款
に
お
け
るM

erchant

条
項
が
、
荷
送
人
や
船
荷
証
券
所
持
人
以
外
の
者
に
つ
い
て
も
、
運
送
契
約
に

基
づ
い
て
生
じ
る
運
送
費
用
等
の
支
払
に
つ
き
連
帯
し
て
責
任
を
負
わ
せ
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
適
用
範
囲

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
令
和
六
年
判
決
は
、
荷
送
人
の
代
理
人
がM

erchant

条
項
に
お
け
るM

erchant

（
荷
主
）

に
該
当
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
当
該
条
項
の
存
在
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
、
当
該
条
項
の
合
理
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
荷
送
人
の
代

理
人
に
つ
い
て
も
当
該
条
項
に
拘
束
さ
れ
る
旨
の
合
意
を
推
認
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
当
該
条
項
の
合

理
性
に
一
定
の
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
判
例
法
理
に
お
い
て
、
原
則
と
し
て
、
当
該
条
項
に
拘
束
さ
れ
る
旨
を
明
確

に
合
意
し
て
い
な
い
限
り
、
荷
送
人
や
船
荷
証
券
所
持
人
がM

erchant

条
項
に
基
づ
く
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
慣
習
上
、
一
定
の
場
合
に
代
理
人
等
が
運
送
賃
等
の
支
払
責
任
を
負
う
場
合

も
あ
り
得
る
が
、
基
本
的
に
は
、
船
荷
証
券
所
持
人
で
あ
っ
て
も
一
定
の
権
利
行
使
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い

と
の
原
則
か
ら
、
荷
送
人
及
び
船
荷
証
券
所
持
人
以
外
に
つ
い
てM

erchant

条
項
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
は
限
定

的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
日
本
法
の
下
で
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
る
と
、M

erchant

条
項
が
荷
送
人
以
外
の
者
か

ら
債
権
を
回
収
し
得
る
人
的
担
保
た
る
性
質
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
、M

erchant

条
項
に
拘
束
さ
れ
る
旨
の
合
意
は
、
一

種
の
保
証
契
約
な
い
し
は
併
存
的
債
務
引
受
契
約
に
当
た
り
得
る
と
し
、
そ
の
合
意
の
認
定
は
慎
重
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
少
な

く
と
も
令
和
六
年
判
決
の
よ
う
な
推
認
に
よ
る
合
意
の
認
定
は
妥
当
で
は
な
い
と
考
え
た
。
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と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
は
、
日
本
法
の
文
脈
に
お
い
て
、
船
荷
証
券
所
持
人
の
責
任
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
検
討
を
行
わ
な
か
っ
た
。

日
本
法
の
下
で
も
、
ア
メ
リ
カ
法
や
イ
ギ
リ
ス
法
の
よ
う
に
、
一
定
の
権
利
行
使
を
し
な
い
限
り
、
船
荷
証
券
約
款
に
定
め
ら
れ
て

い
る
責
任
を
負
わ
な
い
と
解
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
無
限
定
に
責
任
を
負
い
得
る
の
か
と
い
う
問
題
に
対
す
る
検
討
は
他
日
を
期
し

た
い
。
ま
た
、
令
和
六
年
判
決
は
、
準
拠
法
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、
本
稿
の
検
討
は
日
本
法
を
前
提
と
し
て
お

り
、
例
え
ば
、
準
拠
法
が
台
湾
法
と
な
る
場
合
で
も
、
本
稿
と
同
様
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
別
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。

†　

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費23K

22066

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
の
執
筆
に
当
た
り
、
早
稲
田
大
学
海
法
研
究

所
判
例
研
究
会
に
お
い
て
多
く
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
本
稿
の
記
述
に
含
ま
れ
る
誤
り
は
、
筆

者
の
責
任
に
帰
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
大
阪
地
判
令
和
六
年
八
月
一
日
と
同
種
事
案
に
お
い
て
フ
レ
イ
ト
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー

側
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

（
1
）　

小
林
登
『
新
海
商
法
（
増
補
版
）』（
信
山
社
、
二
〇
二
二
年
）
二
八
〇
頁
。

（
2
）　

箱
井
崇
史
『
基
本
講
義
現
代
海
商
法
（
第
五
版
）』（
成
文
堂
、
二
〇
二
四
年
）
九
七
頁
。

（
3
）　

前
掲
註（
2
）・
箱
井
九
八
頁
、See Richard A

ikens, Richard Lord Q
C, M

ichael Bools Q
C, M

ichael Bolding and K
ian 

Sing T
oh Q

C, B
ills o

f L
a

d
in

g 87‌ （inform
a law

, 3rd ed., 2021
）.
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
船
荷
証
券
の
運
送
契
約
証
と
し
て
の
機
能

に
つ
い
て
触
れ
た
古
典
判
例
で
は
あ
る
が
、Glyn M

ills Currie &
 Co. v. East and W

est India D
ock Co.

事
件
判
決
（［1882

］ 7‌ 
A

pp. Cas. 591, p.596

）
は
「
船
荷
証
券
の
主
た
る
役
割
と
目
的
は
、
荷
送
人
と
船
舶
所
有
者
と
の
間
の
契
約
条
項
を
表
示
す
る
こ
と
で

あ
る
」
と
判
示
す
る
。

（
4
）　

文
言
証
券
性
に
つ
い
て
は
、
船
荷
証
券
所
持
人
は
荷
送
人
そ
の
他
荷
送
人
の
承
継
者
か
ら
運
送
契
約
上
の
権
利
を
譲
り
受
け
た
も
の
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で
あ
る
一
方
で
、
船
荷
証
券
所
持
人
は
通
常
、
荷
送
人
と
海
上
運
送
人
と
の
間
の
運
送
契
約
の
内
容
を
知
ら
な
い
た
め
、
証
券
の
記
載
に

よ
っ
て
こ
れ
を
判
断
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
（
石
井
照
久
『
海
商
法
』（
有
斐
閣
、
一
九
六
四
年
）
二
七
八
頁
）。

（
5
）　A

vailable at 〈https://jp.one-line.com
/ja/standard-page/b/l-term

s

〉 （Last access 2025/8/1

）.
（
6
）　A

vailable at 〈https://term
s.m

aersk.com
/carriage

〉 （Last access 2025/8/1

）.
（
7
）　A

vailable at 

〈https://w
w

w
.cm

a-cgm
.com

/assets/public/page-com
plex-docum

ents/B
ILL%

20O
F

%
20

LA
D

IN
G%

20CM
A

%
20CGM

%
20T

erm
s%

20and%
20Conditons%

200 7_2021.pdf

〉 （Last access 2025/8/1

）.

（
8
）　

荷
送
人
は
、
海
上
運
送
人
と
の
間
の
運
送
契
約
の
当
事
者
で
あ
る
以
上
、
運
送
契
約
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
義
務
を
海
上
運
送
人
に

対
し
て
当
然
負
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
9
）　

な
お
、
船
荷
証
券
表
面
の
記
載
を
本
件
追
加
条
項
と
い
い
、
船
荷
証
券
の
約
款
を
以
下
、
本
件
運
送
約
款
と
い
い
、
第
二
六
条

（
一
）
を
本
件
責
任
条
項
と
い
う
。

（
10
）　

本
件
で
は
、M

erchant
条
項
に
基
づ
く
Ｙ2

社
の
責
任
だ
け
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
本
件
海
上
運
送
契
約
の
当
事
者
が
Ｙ1

社
で
あ
る

の
か
、
そ
れ
と
も
Ｙ2

社
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
が
争
点
と
な
っ
た
。
も
し
、
Ｙ2

社
が
本
件
海
上
運
送
契
約
の
当
事
者
で
あ
れ
ば
、

M
erchant

条
項
に
よ
ら
ず
と
も
荷
送
人
と
し
て
責
任
を
負
い
得
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｘ
社
の
代
理
人
で
あ
る
Ａ
社
の
契
約
締

結
の
相
手
方
が
貨
物
利
用
運
送
事
業
者
で
あ
る
Ｙ2

社
で
あ
っ
た
た
め
、
Ｘ
社
を
本
人
、
Ａ
社
が
代
理
人
と
し
て
、
Ｙ2

社
と
本
件
海
上
運
送

契
約
を
締
結
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
本
件
海
上
運
送
契
約
の
効
果
は
、
Ｘ
社
と
Ｙ2

社
に
帰
属
し
、
そ
の
結
果
、
本
件
コ
ン
テ
ナ
の
超
過
保

管
料
の
支
払
義
務
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
実
際
、
Ｘ
社
は
、
Ｙ2

社
が
船
腹
の
予
約
の
申
込
み
を
し
、
Ｙ2

社
に
請
求
書
を
送
付

し
て
そ
の
支
払
送
金
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
Ｙ2

社
が
サ
レ
ン
ダ
ー
ド
Ｂ
／
Ｌ
の
発
行
に
係
る
指
示
を
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
も
っ
て
、
本

件
海
上
運
送
契
約
の
当
事
者
を
Ｙ2

社
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
し
か
し
、
Ｙ1

社
は
、
Ｙ2

社
に
対
し
、
通
関
業
務
等
を
委
任
し
て
い
る
こ

と
、
Ｙ2

社
の
認
識
と
し
て
、
自
ら
海
上
運
送
す
る
こ
と
ま
で
業
務
と
し
て
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
も
そ
も
、
第
二
種

貨
物
利
用
運
送
事
業
の
登
録
を
し
て
お
ら
ず
、
海
上
運
送
を
自
身
の
業
務
と
し
て
行
う
意
思
が
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
貨
物
の
受
領

拒
否
後
、
Ｘ
社
は
、
Ｙ2

社
を
通
じ
て
Ｙ1

社
に
連
絡
を
し
、
そ
の
後
に
Ｙ2

社
に
請
求
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｘ
社
も
海
上
運
送
契
約
の
当
事

者
は
あ
く
ま
で
荷
送
人
で
あ
る
Ｙ1

社
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
強
く
推
認
さ
れ
る
と
し
て
、
Ｙ2

社
は
本
件
海
上
運
送
契
約
の
当
事

者
で
は
な
い
と
し
た
。
Ｙ2

社
が
海
運
仲
立
人
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
あ
れ
ば
、
運
送
契
約
の
当
事
者
と
は
な
ら
な
い
（
西
原
寛
一
『
商
行
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為
法
（
第
三
版
）』（
有
斐
閣
、
一
九
七
三
年
）
二
八
一
頁
、
鈴
木
竹
雄
『
新
版　

商
行
為
法
・
保
険
法
・
海
商
法
（
全
訂
第
二
版
）』（
弘

文
堂
、
一
九
九
三
年
）
二
九
頁
、
田
邊
光
政
『
商
法
総
則
・
商
行
為
法
（
第
四
版
）』（
新
世
社
、
二
〇
一
六
年
）
二
五
九
頁
、
森
本
滋
編

『
商
行
為
法
講
義
（
第
三
版
）』〔
洲
崎
博
史
〕（
成
文
堂
、
二
〇
〇
九
年
）
一
〇
四
頁
等
）。

　

本
件
で
は
、
本
件
海
上
運
送
契
約
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
船
荷
証
券
上
の
荷
送
人
が
Ｙ1

社
等
と
な
っ
て
お
り
、
Ｙ2

社
は
、
あ
く
ま
で
Ｙ1

社

の
代
理
人
と
し
て
Ｘ
社
と
本
件
海
上
運
送
契
約
を
締
結
し
た
の
で
あ
っ
て
、
Ｙ2

社
が
本
件
海
上
運
送
契
約
の
当
事
者
で
は
な
い
こ
と
は
明

白
で
あ
る
よ
う
に
も
言
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
東
京
地
判
平
成
一
六
年
四
月
九
日
判
時
一
八
六
九
号
一
〇
二
頁
は
、
契
約
締
結
に
至

る
交
渉
の
経
緯
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
船
荷
証
券
（
マ
ス
タ
ー
Ｂ
／
Ｌ
）
上
の
荷
送
人
で
は
な
い
者
を
運
送
契
約
の
当
事
者
で
あ
る
と
認
定

し
た
事
例
も
あ
り
、
必
ず
し
も
船
荷
証
券
に
記
載
さ
れ
た
荷
送
人
が
運
送
契
約
の
当
事
者
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
記
載

は
船
荷
証
券
を
無
効
た
ら
し
め
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
（
大
判
昭
和
一
二
年
一
一
月
一
一
日
民
集
一
六
巻
一
七
九
三
頁
、
小
町
谷
操
三

『
海
商
法
要
義
中
（
一
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
六
年
）
一
五
二
頁
等
）。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
松
井
孝
之
＝
黒
澤
謙
一
郎
編
著

『
設
問
式
船
荷
証
券
の
実
務
的
解
説
』〔
伊
藤
弐
〕（
成
山
堂
書
店
、
二
〇
一
六
年
）
一
六
六
頁
も
参
照
。

　

そ
こ
で
、
本
件
に
お
い
て
、
本
件
船
荷
証
券
上
の
記
載
を
ひ
と
ま
ず
措
く
と
し
て
、
本
件
海
上
運
送
契
約
締
結
に
至
る
経
緯
を
見
る
と
、

確
か
に
、
Ｙ2

社
自
身
が
、
Ｘ
社
の
代
理
人
で
あ
る
Ａ
社
に
対
し
、
希
望
す
る
コ
ン
テ
ナ
の
種
類
等
、
運
送
す
る
貨
物
、
船
積
み
希
望
日
と

本
船
名
等
を
伝
え
て
船
腹
の
予
約
を
行
い
、
Ａ
社
が
そ
れ
に
対
応
す
る
形
で
、
Ｙ2

社
に
対
し
て
、
予
約
番
号
を
送
信
し
た
り
、
本
件
コ
ン

テ
ナ
の
運
送
に
係
る
海
上
運
賃
等
の
請
求
書
や
Ｂ
／
Ｌ
ド
ラ
フ
ト
を
送
付
し
た
り
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
実
際
、
海
上
運
賃
等
の
請
求
先

も
Ｙ2

社
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
船
腹
の
予
約
の
段
階
に
お
い
て
、
Ｙ2

社
は
、
Ａ
社
に
対
し
て
、
荷

送
人
が
Ｙ1

社
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
り
、
荷
受
人
が
コ
ン
テ
ナ
の
受
領
を
拒
否
し
た
後
は
、
Ｙ2

社
を
通
じ
て
で
は
あ
る
も
の
の
、
Ｙ1

社
に
連
絡
を
取
り
、
支
払
の
依
頼
と
催
促
を
す
る
よ
う
協
力
を
要
請
し
た
り
す
る
な
ど
、
Ａ
社
と
し
て
も
、
本
件
海
上
運
送
契
約
の
締
結

当
事
者
で
あ
る
荷
送
人
は
Ｙ1

社
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ｙ2

社
自
身
も
第
二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
の
登
録
を

行
っ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
Ｙ1

社
の
代
理
人
と
し
て
、
Ｙ1

社
か
ら
委
託
を
受
け
て
本
件
海
上
運
送
契
約
を
Ａ
社
と
締
結
し
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
記
東
京
地
判
平
成
一
六
年
四
月
九
日
の
よ
う
に
、
契
約
締
結
に
至
る
交
渉
の
経
緯
等
か
ら
判
断
し
て
も
、

本
件
に
お
け
る
、
本
件
海
上
運
送
契
約
の
締
結
当
事
者
で
あ
る
荷
送
人
は
Ｙ1

社
で
あ
っ
て
、
Ｙ2

社
で
は
な
い
と
す
る
本
判
決
は
妥
当
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
11
）　

や
や
本
論
か
ら
は
離
れ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
法
の
下
で
は
、
以
前
、M

erchant

条
項
の
有
効
性
自
体
が
争
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
従
前
、
ア
メ
リ
カ
海
上
物
品
運
送
法
（Carriage of Goods by Sea A

ct: CO
GSA

）
と
の
関
係
に
お

い
て
、M

erchant

（
荷
主
）
に
当
た
り
得
る
者
の
責
任
に
関
す
る
船
荷
証
券
の
約
款
条
項
が
無
効
と
な
る
の
か
と
い
う
点
が
争
わ
れ
て

い
た
。
例
え
ば
、Excel Shipping Corp. v. Seatrain International S.A

.

事
件
判
決
（584 F. Supp. 734 （E.D

.N
.Y

. 1984

））
は
、

運
送
人
で
あ
る
船
舶
所
有
者
が
、
船
荷
証
券
約
款
九
条
（「
荷
送
人
、
荷
受
人
及
び
運
送
品
は
、
連
帯
し
て
、
運
送
の
た
め
に
発
送
さ
れ

た
運
送
品
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
、
責
任
を
負
い
、Seatrain

社
及
び
本
船
に
対
し
て
補
償
す
る
も
の
と
す
る
。」）
に
基
づ
き
、

過
失
あ
る
積
付
け
に
よ
っ
て
船
舶
に
生
じ
た
損
害
に
つ
き
荷
受
人
に
対
し
て
補
償
を
求
め
た
事
案
に
お
い
て
、
連
邦
地
方
裁
判
所
が
、
荷

受
人
に
つ
き
船
荷
証
券
約
款
九
条
を
適
用
し
て
責
任
追
及
を
認
め
る
こ
と
は
、
運
送
品
の
積
付
け
に
関
与
し
て
い
な
い
荷
受
人
に
よ
り
大

き
な
責
任
を
課
す
こ
と
に
な
り
不
合
理
で
あ
っ
て
、
他
の
当
事
者
の
過
失
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
で
の
み
運
送
人
の
責
任
を
制
限
す
る
こ
と

を
企
図
し
た
海
上
物
品
運
送
法
の
規
定
と
抵
触
す
る
の
で
あ
っ
て
、
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
旨
を
判
示
し
た
。
し
か
し
、M

T
S 

Logistics, Inc. v. Stone T
ile D

irect, LLC

事
件
判
決
（2012 A

M
C 1653 （S.D

.N
.Y

. 2012

））
は
、M

erchant

条
項
が
海
上
物
品

運
送
法
一
三
〇
四
条
三
項
に
違
反
す
る
と
の
主
張
に
対
し
て
、
上
記Excel Shipping Corp.

事
件
判
決
と
異
な
り
、M

erchant

条
項

は
運
送
人
の
過
失
に
よ
る
損
害
に
対
す
る
運
送
人
の
責
任
を
免
除
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
上
記
規
定
に
違
反
す
る
も

の
で
は
な
い
と
判
示
し
た
。
そ
の
た
め
、
荷
受
人
は
船
荷
証
券
所
持
人
と
し
てM

erchant

条
項
に
基
づ
い
て
責
任
を
負
う
可
能
性
は
否

定
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。Richard L. K

ilpatrick Jr., T
he Joint and Several Liability of M

erchants under M
aritim

e 
Bills of Lading,  47‌ J. M

ar. L. &
 Com

. 411 （2016
）, pp.431-432.

（
12
）　622 F. Supp. 2d. 56‌ （S.D

.N
.Y

. 2009

）.

（
13
）　696 F.3d 647 （7th. Cir. 2012

）.

（
14
）　543 U
.S. 14‌ （2004

）.

（
15
）　K
irby

事
件
判
決
に
つ
い
て
は
、T

hom
as J. Schoenbaum

, A
d

m
ira

lt
y a

n
d M

a
rit

im
e L

a
w 486 

（W
est A

cadem
ic 

Publishing, 6th ed., 2019

）
も
参
照
。

（
16
）　921 F. Supp. 2d 1‌ （E.D

.N
.Y

. 2012

）.

（
17
）　2014 U

.S. D
ist. LEX

IS 126747 （S.D
.N

.Y
. 2014

）.
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（
18
）　K

ilpatrick Jr., supra note 11, at p.448.
（
19
）　N

icholas Gaskell, Regina A
sariotis and Y

vonne Baatz, B
ills o

f L
a

d
in

g: L
a

w a
n

d C
o

n
t

ra
ct

s 156 （LLP, 2000

）.
（
20
）　

小
林
登
「
一
九
九
二
年
英
国
海
上
物
品
運
送
法
に
つ
い
て
」
法
学
六
二
巻
二
号
（
一
九
九
八
年
）
三
頁
。

（
21
）　

前
掲
註（
20
）・
小
林
三
頁
。

（
22
）　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
運
送
契
約
に
基
づ
く
権
利
義
務
の
み
が
対
象
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
海
上
運
送
契
約
関
係
に

よ
っ
て
生
じ
る
別
の
権
利
義
務
、
例
え
ば
、
船
荷
証
券
上
の
仲
裁
合
意
に
係
る
条
項
は
、
運
送
契
約
と
は
別
の
合
意
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。Francis D

. Rose and F.M
.B. Reynolds, C

a
rv

er o
n B

ills o
f L

a
d

in
g 294 

（Sw
eet &

 M
axw

ell, 5th ed., 
2022

）.

（
23
）　

し
た
が
っ
て
、
一
八
五
五
年
船
荷
証
券
法
で
は
、
荷
受
人
及
び
船
荷
証
券
の
被
裏
書
人
は
、
運
送
契
約
に
基
づ
く
権
利
を
取
得
す
る

の
と
同
時
に
、
同
契
約
に
基
づ
く
義
務
も
負
う
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
た
。M

ichael Bridge, B
en

ja
m

in’s S
a

le o
f G

o
o

d
s 1446 

（Sw
eet &

 M
axw

ell, 11th ed., 2021
）.

（
24
）　

前
掲
註（
20
）・
小
林
一
五
頁
。A

ikens, Lord, Bolding and T
oh, supra note 3, p.287.

（
25
）　

一
九
九
二
年
海
上
物
品
運
送
法
二
条
一
項
は
、
①
船
荷
証
券
の
正
当
な
所
持
人
、
②
（
運
送
契
約
の
当
初
の
当
事
者
で
は
な
い
が
）

運
送
契
約
に
従
っ
て
、
運
送
人
が
海
上
運
送
状
に
記
載
さ
れ
た
運
送
品
を
引
き
渡
す
べ
き
者
、
③
船
舶
の
荷
渡
指
図
書
（Ship’s 

D
elivery O

rder

）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
指
図
に
従
い
同
指
図
書
の
所
持
人
は
、
運
送
契
約
に
基
づ
く
訴
訟
上
の
権
利
を
、
あ
た
か
も
自

己
が
契
約
の
当
事
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
行
使
す
る
権
利
を
有
す
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
。

（
26
）　A

ikens, Lord, Bolding and T
oh, supra note 3, p.287.

実
際
、
船
荷
証
券
の
中
間
所
持
人
が
船
主
に
対
し
て
本
船
の
洗
浄
費

用
と
そ
の
他
の
経
費
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
か
否
か
が
争
わ
れ
た
、T

he Berge Sisar 

［2001

］ U
K

H
L 17‌

に
お
い
て
、
貴
族
院
は
、

貨
物
引
渡
請
求
等
を
す
る
こ
と
で
、
船
荷
証
券
上
の
責
任
を
負
う
旨
判
示
す
る
。
同
事
件
で
は
、
船
荷
証
券
の
中
間
所
持
人
に
つ
い
て
一

九
九
二
年
英
国
海
上
物
品
運
送
法
三
条
一
項
に
基
づ
く
責
任
が
否
定
さ
れ
た
。
同
事
件
に
つ
い
て
は
、
安
藤
誠
二
「
船
荷
証
券
中
間
所
持

人
の
船
主
に
対
す
る
責
任
（
そ
の
1
）
～
（
そ
の
2
）」
海
事
法
研
究
会
誌
一
六
二
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
九
頁
、
同
一
六
三
号
（
二
〇

〇
一
年
）
五
二
頁
参
照
。

（
27
）　

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
・
ル
ー
ル
ズ
五
八
条
一
項
及
び
二
項
も
同
旨
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
一
項
は
「
荷
送
人
で
は
な
く
、
且
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つ
、
運
送
契
約
上
の
い
か
な
る
権
利
も
行
使
し
て
い
な
い
所
持
人
は
、
所
人
で
あ
る
こ
と
の
み
を
理
由
と
し
て
は
、
運
送
契
約
に
基
づ
く

い
か
な
る
責
任
を
引
き
受
け
な
い
。
た
だ
し
、
第
五
五
条
〔
運
送
人
に
対
す
る
追
加
的
な
情
報
、
指
示
ま
た
は
書
類
の
提
供
〕
の
規
定
の

適
用
を
妨
げ
な
い
。」
と
し
、
二
項
に
お
い
て
「
荷
送
人
で
は
な
く
、
且
つ
、
運
送
契
約
上
の
何
ら
か
の
権
利
を
行
使
し
た
所
持
人
は
、

譲
渡
可
能
運
送
書
類
又
は
譲
渡
可
能
電
子
的
運
送
記
録
に
表
章
さ
れ
又
は
そ
れ
ら
か
ら
確
認
し
得
る
限
度
に
お
い
て
、
運
送
契
約
に
基
づ

き
荷
送
人
に
課
せ
ら
れ
る
責
任
を
負
う
。」
と
定
め
る
。
こ
れ
は
、
荷
送
人
が
証
券
所
持
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
潜
在
的
な
義
務
を
含
め

て
、
荷
送
人
が
運
送
人
と
の
契
約
の
全
て
の
条
項
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
が
、
第
三
者
で
あ
る
証
券
所
持
人
と
運
送
人
と
の

間
に
お
い
て
は
、
証
券
上
の
権
利
の
移
転
と
と
も
に
証
券
上
の
義
務
も
移
転
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
自
明
で
は
な
い
た
め
、
そ
れ
を
明

ら
か
に
し
た
も
の
と
説
明
さ
れ
る
。
本
条
項
は
、
荷
送
人
で
は
な
い
第
三
者
で
あ
る
証
券
所
持
人
が
何
ら
か
の
権
利
を
行
使
し
た
場
合
に
、

運
送
契
約
に
基
づ
く
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
証
券
所
持
人
が
何
ら
か
の
権
利
を
行
使
し
な
け
れ
ば
、
そ

れ
だ
け
で
証
券
上
の
義
務
を
負
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。M

ichael Sturley, T
om

otaka Fujita and Gertjan van 
der Ziel, T

h
e R

o
t

t
erd

a
m R

u
les - T

h
e UN


 C

o
n

v
en

t
io

n o
n C

o
n

t
ra

ct
s fo

r t
h

e In
t

ern
a

t
io

n
a

l C
a

rria
ge o

f G
o

o
d

s 
W

h
o

lly o
r P

a
rt

ly by S
ea 314-315 

（Sw
eet &

 M
axw

ell, 2nd ed., 2020

）.

な
お
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
・
ル
ー
ル
ズ
の
条
文
訳
に
つ

い
て
は
、
藤
田
友
敬
編
著
『
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
・
ル
ー
ル
ズ
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
四
年
）〔
池
山
明
義
仮

訳
〕
を
参
照
し
た
。

（
28
）　

例
え
ば
、
荷
送
人
に
対
し
て
船
荷
証
券
を
引
渡
す
前
に
、
フ
レ
イ
ト
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
等
が
荷
送
人
の
代
理
人
と
し
て
、
一
旦
、
船
荷

証
券
を
海
上
運
送
人
か
ら
受
け
取
る
よ
う
な
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
船
荷
証
券
の
所
持
と
は
、
単
に
物
理
的
に
船
荷
証
券
を

所
持
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
く
、
適
法
に
当
該
船
荷
証
券
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
（
手
形
法
一
六
条
一
項
一
文
、
小
切

手
法
一
九
条
一
文
も
参
照
）、
ま
た
、
本
人
に
代
わ
っ
て
単
に
事
務
的
に
船
荷
証
券
を
所
持
し
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
所
持
人
は
証
券

所
持
人
と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（Rose and Reynolds, supra note 22, p.228, p.236

）。

（
29
）　Gaskell, A

sariotis and Baatz, supra note 19, p.484.
な
お
、M

erchant

条
項
に
よ
ら
ず
に
、
代
理
人
が
責
任
を
負
う
場
合

に
つ
い
て
は
、D

avid Foxton, H
ow

ard Bennett, Steven Berry Christpher F. Sm
ith and D

avid W
alsh, S

cru
t

t
o

n o
n 

C
h

a
rt

erpa
rt

ies a
n

d B
ills o

f L
a

d
in

g 119-121 （Sw
eet &

 M
axw

ell, 25th ed., 2024

）。
こ
の
点
、
文
脈
は
異
な
る
も
の
の
、
イ

ギ
リ
ス
法
に
お
け
るagency

の
法
理
に
関
わ
る
の
か
も
し
れ
な
い
（
大
塚
龍
児
「
問
屋
の
委
託
実
行
行
為
に
よ
り
生
ず
る
法
律
関
係
の
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観
点
か
ら
見
たagency

の
法
理
」
竹
内
昭
夫
編
『
鈴
木
竹
雄
先
生
古
稀
記
念　

現
代
商
法
学
の
課
題
（
下
）』（
有
斐
閣
、
一
九
七
五

年
）
一
二
四
一
頁
参
照
）。

（
30
）　K

ilpatric Jr., supra note 11, at p.432.

（
31
）　

当
時
の
統
一
コ
ン
テ
ナ
船
荷
証
券
の
裏
面
約
款
の
文
言
に
つ
い
て
は
、
谷
川
久
＝
高
田
四
郎
＝
櫻
井
玲
二
『
改
訂
コ
ン
テ
ナ
Ｂ
／
Ｌ

―
国
際
コ
ン
テ
ナ
複
合
運
送
に
お
け
る
運
送
人
の
責
任
』（
勁
草
書
房
、
一
九
七
四
年
）
一
六
八
頁
、
一
九
一
頁
～
一
九
二
頁
を
参
照
し

た
。

（
32
）　

前
掲
註（
31
）・
谷
川
＝
高
田
＝
櫻
井
一
九
三
頁
。

（
33
）　Gaskell, A

sariotis and Baatz, supra note 19, p.156.

（
34
）　K

ilpatric Jr., supra note 11, pp.416-417.

（
35
）　

最
判
平
成
一
〇
年
四
月
三
〇
日
判
時
一
六
四
六
号
一
六
二
頁
の
原
審
判
決
。

（
36
）　

本
判
決
匿
名
コ
メ
ン
ト
・
金
判
一
七
一
〇
号
三
六
頁
。
た
だ
し
、
同
判
決
は
上
告
審
に
お
い
て
信
義
則
に
よ
る
解
決
を
図
っ
て
い
る
。

（
37
）　46‌ U

.S.C.

§41102 

（c

）「
コ
モ
ン
キ
ャ
リ
ア
、
海
上
タ
ー
ミ
ナ
ル
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
ま
た
は
海
運
仲
介
業
者
は
、
財
産
の
受
領
、
取

扱
い
、
保
管
、
ま
た
は
引
渡
し
に
関
連
す
る
、
正
当
か
つ
合
理
的
な
規
制
及
び
慣
行
を
設
定
し
、
注
意
し
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
す
る
こ
と
を

怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。」

（
38
）　F

M
C

 D
ocket N

o.21-17. A
vailable at 

〈https://w
w

w
2.fm

c.gov/readingroom
/docs/21-17/21-17_O

rder_
Investigation_nosig.pdf/

〉 （Last access 2025/8/20
）.

（
39
）　

個
品
運
送
に
お
い
て
は
、
船
荷
証
券
約
款
は
定
型
約
款
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
前
掲
註（
2
）・

箱
井
九
九
頁
。

（
40
）　

民
法
五
四
八
条
の
二
第
二
項
は
、
同
条
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
定
型
約
款
の
条
項
の
う
ち
、
相
手
方
の
義
務
を
加
重
す
る
条

項
で
あ
っ
て
、
そ
の
定
型
取
引
の
態
様
及
び
そ
の
実
情
並
び
に
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
民
法
一
条
二
項
に
規
定
す
る
基
本
原
則
に
反
し
て

相
手
方
の
利
益
を
一
方
的
に
害
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
合
意
を
し
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
い
る
。
も
し
、
船
荷
証

券
の
裏
面
約
款
が
民
法
五
四
八
条
の
二
第
一
項
に
い
う
定
型
約
款
に
該
当
す
る
と
解
し
た
場
合
、
本
条
項
は
、
運
送
契
約
の
当
事
者
で
は

な
い
者
が
、
当
該
運
送
契
約
の
契
約
書
と
し
て
機
能
す
る
船
荷
証
券
の
記
載
に
基
づ
い
て
保
証
債
務
を
負
担
す
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
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で
き
、
一
種
の
不
意
打
ち
条
項
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
債
権
法
改
正
時
の
立
案
担
当
官
の
解
説
に
お
い

て
も
、
た
と
え
、
あ
る
特
定
の
条
項
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
た
と
し
て
も
、
民
法
五
四
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
の
適
用
は
妨
げ
ら
れ
な

い
と
さ
れ
て
い
る
（
村
松
秀
樹
＝
松
尾
博
憲
『
定
型
約
款
の
実
務
Ｑ
＆
Ａ
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
八
年
）
一
〇
二
頁
）。

（
41
）　

こ
の
点
に
関
連
し
て
、M

erchant

条
項
の
文
言
（「
連
帯
責
任
を
負
う
」
と
の
文
言
）
に
基
づ
い
て
、
本
件
海
上
運
送
契
約
の
締

結
に
よ
っ
て
、
荷
送
人
以
外
の
者
が
運
送
契
約
上
の
連
帯
債
務
（
民
法
四
三
六
条
）
を
負
う
と
見
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、

①
「
連
帯
し
て
債
務
を
負
担
す
る
」
と
の
文
言
で
あ
っ
て
も
、
連
帯
保
証
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
（
大
判
昭
和
三
年
五
月
一
日
評

論
一
七
巻
民
訴
四
四
一
頁
、
我
妻
栄
『
新
訂
債
権
総
論
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）
四
〇
六
頁
参
照
）、
②
何
ら
か
の
理
由
で
荷
送
人

と
運
送
人
と
の
間
の
運
送
契
約
が
無
効
と
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
本
条
項
に
基
づ
い
てM

erchant

（
荷
主
）
が
同
様
の
債
務
を
運

送
人
に
対
し
て
負
担
す
る
（
民
法
四
三
七
条
参
照
）
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
③
荷
送
人
が
運
送
賃
等
を
支
払
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は

じ
め
てM

erchant

（
荷
主
）
が
当
該
債
務
を
負
う
こ
と
が
通
常
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
④M

erchant

（
荷
主
）
が
、
共
同
し

て
運
送
契
約
を
運
送
人
と
の
間
で
締
結
す
る
と
は
一
般
的
に
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、
⑤
債
務
者
全
員
（
荷
送
人
及
び
そ
の
他M

erchant

（
荷
主
））
全
員
の
資
力
が
総
合
的
に
考
慮
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
場
合
に
は
連
帯
債
務
と
し
て
認
め
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
る
が
（
前
掲
・
我

妻
三
九
一
頁
、
中
田
裕
康
『
債
権
総
論
（
第
五
版
）』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
五
年
）
五
四
〇
頁
～
五
四
一
頁
参
照
）、
本
条
項
は
債
務
者

で
あ
る
荷
送
人
の
資
力
に
か
か
わ
ら
ず
一
律
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
⑥
荷
送
人
が
運
送
賃
等
を
運
送
人
に
対
し
て
支
払
っ
た
場
合
に
、

荷
送
人
はM

erchant

（
荷
主
）
に
対
し
て
求
償
権
を
行
使
す
る
こ
と
（
民
法
四
四
二
条
一
項
参
照
）
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
本
条
項
は
荷
送
人
が
運
送
賃
等
を
支
払
わ
な
か
っ
た
よ
う
な
場
合
に
、
荷
主
（M

erchant

）
に
当
た
る
者
が
連
帯
保
証
人
と
な
っ

て
保
証
債
務
を
負
担
す
る
旨
の
条
項
と
い
う
性
質
を
有
す
る
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
、
令
和
六
年
判
決
の

事
実
認
定
に
お
い
て
も
、
超
過
保
管
料
等
の
支
払
い
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
に
、
海
上
運
送
人
側
が
「
Ｙ2

社
に
対
し
、
…
…
こ
の
ま
ま

実
荷
主
の
確
認
が
取
れ
な
い
場
合
に
は
、
予
約
者
で
あ
る
Ｙ2

社
に
話
が
流
れ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
る
旨
を
伝
え
」
て
い
る
こ
と
に
鑑

み
れ
ば
、
Ｙ2

社
が
海
上
運
送
契
約
自
体
の
連
帯
債
務
者
の
一
人
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

（
42
）　

吉
田
徹
＝
筒
井
健
夫
編
著
『
改
正
民
法
の
解
説
［
保
証
制
度
・
現
代
語
化
］』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
五
年
）
一
三
頁
、
鎌
田
薫
＝
松

本
恒
雄
＝
野
澤
正
充
編
『
新
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル　

債
権
法
一
』〔
齋
藤
由
起
〕（
日
本
評
論
社
、
二
〇
二
一
年
）
一
六
七
頁
。
東
京

高
判
平
成
二
四
年
一
月
一
九
日
金
法
一
九
六
九
号
一
〇
〇
頁
は
、
一
般
論
と
し
て
、
民
法
四
四
六
条
二
項
の
趣
旨
に
つ
き
「
保
証
を
慎
重
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に
さ
せ
る
」
た
め
で
あ
り
、「
保
証
人
と
な
ろ
う
と
す
る
者
が
債
権
者
に
対
す
る
保
証
契
約
申
込
み
又
は
承
諾
の
意
思
表
示
を
慎
重
か
つ

確
実
に
さ
せ
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
保
証
人
と
な
ろ
う
と
す
る
者
が
保
証
契
約
書
の
作
成
に
主
体
的
に
関
与
し
た
場
合
そ

の
他
そ
の
者
が
保
証
債
務
の
内
容
を
了
知
し
た
上
で
債
権
者
に
対
し
て
書
面
で
明
確
に
保
証
意
思
を
表
示
し
た
場
合
に
限
り
、
そ
の
効
力

を
生
ず
る
」
と
判
示
す
る
。

（
43
）　

潮
見
佳
男
『
新
債
権
総
論
Ⅱ
』（
信
山
社
、
二
〇
一
七
年
）
六
四
二
頁
。

（
44
）　

平
井
宜
雄
『
債
権
総
論
（
第
二
版
）』（
弘
文
堂
、
一
九
九
四
年
）
三
〇
四
頁
～
三
〇
五
頁
、
平
野
裕
之
『
保
証
・
人
的
担
保
の
論
点

と
解
釈
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
四
年
）
六
五
頁
参
照
。

（
45
）　

加
藤
新
太
郎
「
連
帯
保
証
契
約
書
の
具
備
す
べ
き
書
面
性
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
〇
七
五
号
（
二
〇
一
六
年
）
八
一
頁
。

（
46
）　

本
条
項
で
は
保
証
文
言
す
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
し
て
も
、
保
証
契
約
と
し
て
有
効
に
成
立
す
る
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
（「
座
談
会　

保
証
制
度
の
改
正
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
八
三
号
（
二
〇
〇
五
年
）
五
五
頁
〔
平
野
裕
之
〕
参
照
）。

（
47
）　

前
掲
註（
42
）・
吉
田
＝
筒
井
一
五
頁
。

（
48
）　

前
掲
註（
41
）・
中
田
六
〇
五
頁
、
潮
見
佳
男
『
債
権
総
論
Ⅱ
』（
信
山
社
、
二
〇
一
七
年
）
六
四
四
頁
、
吉
田
徹
＝
筒
井
健
夫
＝
眞

田
寿
彦
「
保
証
制
度
の
見
直
し
等
に
関
す
る
民
法
改
正
の
概
要
（
中
）」
金
法
一
七
二
九
号
（
二
〇
〇
五
年
）
四
三
頁
、
四
九
頁
。

（
49
）　

松
岡
久
和
＝
松
本
恒
雄
＝
鹿
野
菜
穂
子
＝
中
井
康
之
編
『
改
正
債
権
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
』〔
野
澤
正
充
〕（
法
律
文
化
社
、
二
〇
二

〇
年
）
四
四
九
頁
。

（
50
）　

法
務
省
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
・
部
会
資
料
六
七
Ａ
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
要
綱
案
の
た
た
き
台

（
二
）」（
二
〇
一
三
年
）
三
四
頁
以
下
参
照
。

（
51
）　

前
掲
註（
44
）・
平
野
三
〇
六
頁
。


